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４．活動報告
（１）中央診療部門

１．病理部

〔１〕院内病理組織検査
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

院内病理組織検査件数 ３４４ ３６７ ４０６ ３７８ ３７９ ３９６ ４０８ ３５４ ３５６ ３０５ ３４８ ４５８ ４,４９９
院内病理組織検査臓器数 ４８７ ５３６ ５８８ ５３８ ５４３ ５７２ ５８１ ５２３ ４８８ ４４１ ５０２ ６７０ ６,４６９
術中迅速組織検査件数 １４ １４ １７ ９ １９ １３ １２ １３ １５ １５ １９ １９ １７９
院内免疫染色件数 ６１ ７６ ５９ ５８ ８５ ８５ ８５ ６１ ６４ ６９ ７６ ６６ ８４５

〔２〕院外受託病理組織検査
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

院外病理組織検査件数 １３８ １０６ １６７ １４６ １２４ １４３ １５２ １２２ １３５ ９９ １３７ １４８ １,６１７
院外病理組織検査臓器数 １８０ １４５ ２２２ ２０１ １６１ １９７ １９４ １６０ １７２ １３０ １７８ １９３ ２,１３３
院外免疫染色件数 １５ １３ ２７ ２０ ２８ ２４ １５ ２４ ２８ １３ ２９ ２３ ２５９

〔３〕全病理組織検査（院内及び院外受託）
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

全病理組織検査件数 ４８２ ４７３ ５７３ ５２４ ５０３ ５３９ ５６０ ４７６ ４９１ ４０４ ４８５ ６０６ ６,１１６
全病理組織検査臓器数 ６６７ ６８１ ８１０ ７３９ ７０４ ７６９ ７７５ ６８３ ６６０ ５７１ ６８０ ８６３ ８,６０２
全病理組織ブロック数 １,４２２ １,３８４ １,７７５ １,５０８ １,６５６ １,７１９ １,５７７ ２,６８０ １,７０６ １,５６５ １,５６５ １,６１０ ２０,１６７
全病理免疫染色件数 ７６ ８９ ８６ ７８ １１３ １０９ １００ ８５ ９２ ８２ １０５ ８９ １,１０４
全病理免疫染色枚数

（含・研究用） ４１６ ３６２ ５６９ ５３６ ５３９ ６５８ ６７６ ５５６ ６００ ４８８ ５４９ ６２０ ６,５６９

〔４〕遺伝子検査（院内及び院外）
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

HER２免疫抗体法 １２ １２ １５ １３ １１ ２５ １０ １７ １１ １１ １０ １７ １６４
ER, PgR 免疫抗体法 １０ １１ １９ １６ １１ ２１ ９ １６ １１ ８ ８ １３ １５３
AmoyDx 肺癌マルチ遺伝子
PCR パネル ３ ０ ６ ４ ４ ７ ６ ８ ２ ３ ９ １２ ６４

その他免疫染色・遺伝子検査
（外注検査） １５ １３ ２１ ２２ １３ ４ ９ ９ １２ １０ １４ ２０ １６２

〔５〕細胞診
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

細胞診件数 １４６ １５６ ２７６ ２３３ １５４ １６２ １７３ １８８ １７７ １０２ １１６ １９９ ２,０８２
プレパラート数 ３６９ ４２４ ７１３ ５７４ ４２３ ４１８ ４５２ ５０５ ４８９ ２７９ ３４１ ５３９ ５,５２６

〔６〕病理解剖
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

剖検件数 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ４
ブロック数 ０ ７９ ０ ０ ８４ ０ ０ ０ ０ ５４ ７８ ０ ２９５
プレパラート数 ０ ９８ ０ ０ １０３ ０ ０ ０ ０ ５４ １００ ０ ３５５
CPC（剖検カンファレンス）
開催数 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２
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平成30年度 令和元年度

組織診件数 院外組織診件数
院内組織診件数

令和2年度 令和3年度 令和4年度
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免疫染色件数 院外免疫染色件数
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0

50

100

150

200

細胞診件数
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0
100
200
300
400
500
600
700

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

剖検件数

0

2

4

6

8

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

〔７〕平成３０年度から令和４年度の５年間の件数
３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

院内組織診件数 ４,５６７ ４,３９９ ３,８９３ ４,４１１ ４,４９９
院内組織診臓器数 ６,３３０ ６,１２５ ５,５５２ ６,３１８ ６,４６９
院内免疫染色件数 ８７６ ８６４ ８１８ ８０９ ８４５
術中迅速組織件数 ９７ １３１ １３６ １３６ １７９
院外組織診件数 １,９０４ １,９５７ １,６８２ １,６７３ １,６１７
院外組織診臓器数 ２,４２０ ２,４７５ ２,２４９ ２,１６３ ２,１３３
院外免疫染色件数 １９４ ２０９ ３３０ ２１３ ２５９
組織診総件数 ６,４７１ ６,３５６ ５,５７５ ６,０８４ ６,１１６
組織診総臓器数 ８,７５０ ８,６０３ ７,８０１ ８,４８１ ８,６０２
HER２, ER & PgR 件数 ３０１ ３６９ ３９７ ３２７ ３１７
遺伝子検査件数 １４７ １６５ １９８ １２５ ２２６
細胞診件数 ２,７６９ ２,６７２ ２,２３４ １,９４２ ２,０８２
剖検件数 ６ ６ ３ ５ ４
死亡数 １７４ ２１２ １６３ ２０３ ２１５
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２．臨床検査部

〔１〕令和４年度 部門別、月別稼動状況 （件）

年 月

部 門

令和４年 令和５年
合 計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

検

体

系

尿・便、等 ４,５５４ ４,３６７ ４,７５３ ４,６８７ ４,４８４ ４,５６９ ４,５３１ ４,３８３ ４,５２０ ４,１４０ ４,１４６ ４,９２０ ５４,０５４

血液学 １６,７９４ １６,１４４ １７,８１５ １７,４７２ １７,１６７ １７,１２２ １７,５４５ １６,９８９ １７,１９８ １６,６５７ １６,３０８ １８,８５９ ２０６,０７０

生化学Ⅰ ９８,５１５ ９６,３８０ １０４,５１５ １０１,２９０ ９９,６１１ １０１,３９６ １０１,９７４ ９７,９２７ １０１,７２６ ９５,７７９ ９３,４９９ １０９,６７５ １,２０２,２８７

生化学Ⅱ ５,００６ ４,６０３ ４,９１０ ４,４３８ ４,２９７ ４,５２７ ４,３１０ ４,４９３ ５,０２８ ４,５５３ ４,２９２ ５,４４８ ５５,９０５

免疫学 ８,６７５ ８,２２３ ９,１６５ ８,８４３ ８,３０５ ８,５１５ ９,０６２ ８,４７７ ８,４９８ ８,４１２ ８,３８７ ９,５５５ １０４,１１７

微生物 ２,１７１ ２,１９７ ２,２６７ ２,５９０ ２,４６２ ２,２４３ ２,３１２ ２,３３４ ２,４３４ ２,５１９ ２,２８１ ２,４３９ ２８,２４９

負荷、等 １２ ２０ １２ １７ １６ １５ １４ ８ ６ ８ １２ １３ １５３

その他 ３２７ ３７４ ３１２ ３０８ ２８１ ２６３ ４４４ ２８１ ２５３ ２４６ ３３２ ３７２ ３,７９３

小 計 １３６,０５４ １３２,３０８ １４３,７４９ １３９,６４５ １３６,６２３ １３８,６５０ １４０,１９２ １３４,８９２ １３９,６６３ １３２,３１４ １２９,２５７ １５１,２８１ １,６５４,６２８

生

体

系

呼吸・循環 １,３４１ １,２８３ １,４７２ １,４４３ １,３３２ １,３５４ １,４４９ １,３４８ １,３１６ １,２６７ １,２９２ １,２９７ １６,１９４

神経・筋 ８２ ８２ ５６ ６７ １０６ ４１ ６０ ６７ ９９ ９３ ８７ １０７ ９４７

腹部超音波 ６４７ ６５６ ７６１ ６１１ ５７３ ６８５ ６８７ ６６３ ６６５ ５４７ ６１２ ７６９ ７,８７６

心臓超音波 ５４９ ５０７ ５５７ ５４８ ５６４ ５７４ ５９５ ５６２ ５２２ ４９４ ５３４ ６３１ ６,６３７

採血 ３,３９８ ３,３８０ ３,７５９ ３,４８０ ３,５２５ ３,６３４ ３,５８０ ３,４８１ ３,６３４ ３,２５３ ３,２３７ ３,７９２ ４２,１５３

耳鼻いんこう ２７３ ２６８ ２４８ ２６７ ５３ １７０ ２２９ ２３０ １９７ １６９ ２６３ ２７０ ２,６３７

眼科 ２,４４０ ２,４５４ ２,８４５ ２,５６９ ２,１９２ ２,４５７ ２,４６２ ２,６３１ ２,５９９ ２,１００ ２,６４７ ３,１４１ ３０,５３７

小 計 ８,７３０ ８,６３０ ９,６９８ ８,９８５ ８,３４５ ８,９１５ ９,０６２ ８,９８２ ９,０３２ ７,９２３ ８,６７２ １０,００７ １０６,９８１

総 合 計 １４４,７８４ １４０,９３８ １５３,４４７ １４８,６３０ １４４,９６８ １４７,５６５ １４９,２５４ １４３,８７４ １４８,６９５ １４０,２３７ １３７,９２９ １６１,２８８ １,７６１,６０９

〔２〕令和４年度 血液製剤、月別使用状況 （単位）

年 月

製剤種別

令和４年 令和５年
合 計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

赤血球製剤 １４８ １７６ １２４ １２０ １４０ １１２ １６５ １３７ １０４ １２６ １３７ １６８ １,６５７

血漿製剤 ８ ０ ７ ２０ １０ ０ ５３ １３ ４ ４ ６８ ００ １９５

血小板製剤 ４０ ２０ １０ ４０ ０ ２０ １１０ ２０ １０ ０ ２０ ３０ ３２０

自己血液 ４ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ６ ４ ０ ６ ８ ４２

アルブミン製剤 ３３０ ３５５ １７０ ４５０ ３６７ ３１７ ４２５ ２０９ ３８１ ４２６ ３８３ ４９２ ４,３０５
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A.検体系（平成29年度を100とする）（％）

Ｒ2 Ｒ3Ｒ1Ｈ30Ｈ29 （年度）Ｒ4
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微生物学
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生化学Ⅰ
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尿・便、等

B.生体系（平成29年度を100とする）（％）

Ｒ4 （年度）
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Ｒ2 Ｒ3Ｒ1Ｈ30Ｈ29

眼科

耳鼻咽喉

採血

心臓超音波

腹部超音波

神経・筋

呼吸・循環

〔３〕令和４年度 部門別稼動状況 年次推移（件）

年 度
部 門 平成３０ 令和元 令和２ 令和３ 令和４

検

体

系

尿・便、等 ５９,２４６ ５７,１１２ ４９,３５９ ５５,１２７ ５４,０５４

血液学 ２１２,７９３ ２０９,９８０ １８５,３００ ２０５,８６０ ２０６,０７０

生化学Ⅰ １,２８８,５６４ １,２４２,８００ １,０７４,６５４ １,１７８,６６７ １,２０２,２８７

生化学Ⅱ ６７,７６８ ６４,１０５ ５０,４３５ ５６,８９１ ５５,９０５

免疫学 １２０,２９８ １１７,３１７ ９４,６２４ １０５,９６３ １０４,１１７

微生物 ２３,４８２ ２１,９３１ ２３,５９５ ２８,０８７ ２８,２４９

負荷、等 ２１３ ２１９ １７７ ２２４ １５３

その他 ５,７０３ ４,７５５ ４,０５５ ４,２８４ ３,７９３

小 計 １,７７８,０６７ １,７１８,２１９ １,４８２,１９９ １,６３５,１０３ １,６５４,６２８

生

体

系

呼吸・循環 １８,１３４ １７,５８６ １３,６３３ １５,６９５ １６,１９４

神経・筋 ９１４ ８９８ ８１６ ８８２ ９４７

腹部超音波 ７,９９０ ７,６６２ ６,６１９ ７,６４９ ７,８７６

心臓超音波 ５,１０９ ５,４３３ ５,２９５ ５,６５９ ６,６３７

採血 ４４,４７３ ４３,８７０ ３６,８２０ ３９,３５２ ４２,１５３

耳鼻いんこう ３,０２４ ２,６７８ ２,２３２ １,８９９ ２,６３７

眼科 ２５,９１４ ２８,００１ ２７,７４７ ３１,２２０ ３０,５３７

小 計 １０５,５５８ １０６,１２８ ９３,１６２ １０２,３５６ １０６,９８１

総 合 計 １,８８３,６２５ １,８２４,３４７ １,５７５,３６１ １,７３７,４５９ １,７６１,６０９

― ７０ ―
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３．内視鏡部

内視鏡検査の推移
平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

上部

検査 ３,８０６ ３,４８１ ２,５９８ ２,９４９ ３,０２３

ESD １８５ １８８ １２１ １２４ １３１

EMR ９ １７ １１ ２２ ２０

ポリペクトミー ４ ３ ０ ３ ２

食道静脈瘤硬化療法 ９ ７ ５ １３ １６

食道静脈瘤結紮術 ２８ ３７ １９ ２５ ２０

超音波内視鏡 ５６２ ５３７ ４５５ ４９１ ４５３

止血術 ７３ ７３ ５６ ５９ ２５

その他 １９０ １８１ １６０ １４０ １２８

下部

シグモイド
スコピー

検査 ７６５ ７０７ ５６５ ５７５ ５１９

ポリペクトミー ０ ０ ０ ０ ０

その他 ０ １ ０ １ ２

全大腸
内視鏡

検査 ２,２９４ ２,１８９ １,８４４ ２,１２５ ２,０１２

ESD ５８ ５８ ４４ ９０ ７６

EMR ３３７ ２７０ ２０１ ２４９ ２２０

ポリペクトミー １４１ ２２０ １８２ ２４６ １９３

超音波内視鏡 ３１ １６ ２１ １３ １２

止血術 ５６ ８０ ３４ ３７ １１

その他 １００ ７６ １１７ ９８ ７２

小腸内視鏡
検査 １８１ ６１ ３９ ５４ ２５

治療 ０ ５８ ４３ ６１ ４８

カプセル内視鏡 ４４ ９０ ８６ １１３ ８８

膵管胆管内視鏡 ７４８ ７６４ ７８７ ７９０ ８０４

気管支鏡 １６９ １７２ ８８ ９８ １３０

合 計 ９,７９０ ９,２８６ ７,４７６ ８,３７６ ８,０３０

― ７１ ―



４．放射線部
〔１〕年度別件数（検査数）

撮影系 胆道尿路系 消化器系 CT MRI 骨格造影 血管造影 核医学 合 計

平成３０年度合計 ３７,４２１ １,２１８ １,７１６ １５,９３１ ６,３３９ ７１ １,０２５ ２９０ ６４,０１１

令和元年度合計 ３６,９３４ １,１０８ １,５３５ １６,１７０ ６,７６１ ５２ １,０４２ ３３２ ６３,９３４

令和２年度合計 ３０,８９７ １,１７７ １,５４３ １５,００１ ５,６４０ ４７ ８３４ ２４９ ５５,３８８

令和３年度合計 ３５,１０７ １,３４１ １,６１０ １５,５４２ ６,３５０ ７７ ９６７ ３５７ ６１,３５２

令和４年度合計 ２８,９７８ １,５３０ ６１７ １５,９０７ ６,７０７ １,０７３ １,０２５ ３４８ ５６,１８５
※コピーは含まず

〔２〕令和４年度月別件数（検査数）
月 撮影系 胆道尿路系 消化器系 CT MRI 骨格造影 血管造影 核医学 合 計

令

和

４

年

度

４ ２,３３１ １２５ ４７ １,３３６ ５９７ ８０ ８５ ２１ ４,６２２

５ ２,３２０ １１６ ６３ １,３５８ ５６４ ９０ ８４ ３２ ４,６２７

６ ２,５０８ １３４ ５５ １,４２７ ６２７ ９１ ９５ ３２ ４,９６９

７ ２,７３６ ２０７ ６３ １,３１６ ５５９ ８２ ７１ ３９ ５,０７３

８ ２,３０６ １２９ ５０ １,１９０ ５３５ ８６ ５９ ２３ ４,３７８

９ ２,２２４ １１５ ４７ １,３４４ ５３６ １００ ９８ ２８ ４,４９２

１０ ２,５１５ １２７ ５２ １,３９０ ６０５ ８３ ９９ ３３ ４,９０４

１１ ２,３０３ １１８ ４９ １,３０２ ５８３ ８７ ８４ ２３ ４,５４９

１２ ２,４０８ １１１ ５６ １,３４４ ５７４ ９０ ８９ ２７ ４,６９９

１ ２,２５３ ８５ ５０ １,２３３ ４３８ ８２ ７７ ２７ ４,２４５

２ ２,３３２ １２６ ３０ １,１７７ ４８４ ９５ ８９ ３０ ４,３６３

３ ２,７４２ １３７ ５５ １,４９０ ６０５ １０７ ９５ ３３ ５,２６４

合 計 ２８,９７８ １,５３０ ６１７ １５,９０７ ６,７０７ １,０７３ １,０２５ ３４８ ５６,１８５
※コピーは含まず

〔３〕令和４年度月別件数 特殊検査件数内訳（検査数）

月
胆 道 尿 路 系 血 管 造 影

合 計
胆道系 尿路系 ESWL 小 計 検査 IVR 小 計

令

和

４

年

度

４ １０４ １８ ３ １２５ ５４ ３１ ８５ ２１０

５ ８２ ３３ １ １１６ ４４ ４０ ８４ ２００

６ １０４ ２７ ３ １３４ ５９ ３６ ９５ ２２９

７ １０９ ３４ ３ １４６ ３８ ３３ ７１ ２１７

８ ８８ ３９ ２ １２９ ３４ ２５ ５９ １８８

９ ８４ ２９ ２ １１５ ５７ ４１ ９８ ２１３

１０ ８４ ４２ ３ １２９ ６０ ３９ ９９ ２２８

１１ ８２ ３６ ３ １２１ ４６ ３８ ８４ ２０５

１２ ８９ ２２ ２ １１３ ４８ ４２ ９０ ２０３

１ ６９ １６ ０ ８５ ４２ ３５ ７７ １６２

２ １００ ２５ １ １２６ ５１ ３８ ８９ ２１５

３ １０８ ２８ １ １３７ ５５ ４０ ９５ ２３２

合 計 １,１０３ ３４９ ２４ １,４７６ ５８８ ４３８ １,０２６ ２,５０２

― ７２ ―



〔４〕令和４年度月別件数 撮影件数内訳（検査数）

月
撮影系

OP 室透視 コピー 合 計
一般撮影 乳房 骨密度 ポータブル OP 室撮影 小計

令

和

４

年

度

４ ２,３３１ ５ ４５ ４０９ １４０ ２,９３０ １１ ７２８ ３,６６９

５ ２,３２０ １２ ３９ ３１８ １４０ ２,８２９ １０ ７１８ ３,５４７

６ ２,５０８ １２ ４９ ３０１ １６０ ３,０３０ ７ ６１９ ３,６４９

７ ２,７３６ １４ ３４ ４１９ １４１ ３,３４４ １０ ６３８ ３,９８２

８ ２,３０６ １１ ４５ ４２８ １３９ ２,９２９ ９ ６５３ ３,５８２

９ ２,２２４ １１ ４６ ３６３ １５７ ２,８０１ １２ ６４７ ３,４４８

１０ ２,５１５ ７ ４２ ３１２ １４５ ３,０２１ ９ ７９１ ３,８１２

１１ ２,３０３ １６ ３４ ３５０ １３７ ２,８４０ ８ ７０３ ３,５４３

１２ ２,４０８ ５ ４８ ４０８ １５４ ３,０２３ ８ ６８１ ３,７０４

１ ２,２５３ １６ ２６ ４７０ １３１ ２,８９６ ９ ６３８ ３,５３４

２ ２,３３２ １２ ３２ ３７１ １３９ ２,８８６ ８ ６６１ ３,５４７

３ ２,７４２ ７ ４７ ３６５ １７３ ３,３３４ １２ ８８７ ４,２２１

合 計 ２８,９７８ １２８ ４８７ ４,５１４ １,７５６ ３５,８６３ １１３ ８,３６４ ４４,２３８
（注）令和２年度より表示方法を検査数に変更しています。

〔５〕令和４年度 臨地実習受け入れ状況
学校名 学生数 実習領域 実習期間 受入日数

帝京大学
福岡医療技術学部 診療放射線学科 ２名 臨床実習Ⅰ 令和４年９月２６日（月）

～令和４年１１月４日（金） ２８日

純真学園大学
保健医療学部 放射線技術科学科 １名 画像検査技術学

臨床実習Ⅰ・Ⅱ
令和４年１１月７日（月）

～令和４年１２月１６日（金） ２９日

― ７３ ―



５．手術部
〔１〕診療科別手術件数年次推移
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〔２〕麻酔種類別手術件数年次推移
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〔３〕予定手術・緊急手術年次推移
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６．材料部
〔１〕医療材料に関する検討

令和４年度材料部では年４回の材料部委員会を開催し、医療材料の適正使用に向けて安全性や費用対効
果などを考慮し、採用・変更などの可否を審議しています。

１）科別・部門別新規医療材料サンプル使用数：総数７品目
消化器科 整形外科 IBDセンター

５ １ １

２）科別・部門別新規医療材料臨時使用数：総数４品目
消化器内科 整形外科

１ ３

３）科別・部門別新規医療材料採用数：総数３３品目
循環器内科 内分泌・糖尿 消化器内科 小児科 整形外科 脳神経外科 泌尿器科 内視鏡部

４ ４ ３ ２ ５ １２ ２ １

〔２〕令和４年度 月別滅菌器材件数
平成２５年度より各部署の器材の洗浄・滅菌は材料部の一元管理とし、一部の器材を除いては外部委託に

よる滅菌を行っています。

１）院外滅菌数
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

高圧蒸気滅菌 ２,１８２ ２,１９６ ２,４８３ １,９５７ ２,００７ ２,１６３ ２,２０８ １,９９２ ２,１７０ ２,０３４ ２,３２３ ２,５４６ ２６,２６１

EOG 滅菌 ２８５ ２４８ ２９８ ２９６ ２８１ ３０４ ２６２ ２３０ ３１１ ２５７ ２２５ ２９４ ３,２９１

２）院内滅菌数
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

高圧蒸気滅菌 ３,４１３ ３,３５０ ４,０５５ ２,９２９ ３,４０８ ３,９８６ ３,６６７ ３,５４４ ４,０８５ ３,３２０ ３,５０４ ４,３７０ ４３,６３１

プラズマ滅菌 ２６５ ２８５ ２７５ ２１２ ２７４ ２９０ ２０７ ３０８ ３４５ ２５６ ２６５ ２７８ ３,２６０

― ７５ ―



７．栄養部
〔１〕給食延人数

月 令和４年度 令和３年度 増減 前年度比（％）

令和４年４月 ５,２９７ ５,６６８ －３７１ ９３.４５

５月 ５,２１８ ５,６４１ －４２３ ９２.５０

６月 ５,０７５ ５,０８１ －６ ９９.８８

７月 ５,２７１ ５,３１２ －４１ ９９.２３

８月 ４,６２１ ５,５２０ －８９９ ８３.７１

９月 ４,８８６ ５,１５５ －２６９ ９４.７８

１０月 ５,１９３ ５,４３５ －２４２ ９５.５５

１１月 ４,６５７ ５,４６３ －８０６ ８５.２５

１２月 ５,１５５ ５,５９３ －４３８ ９２.１７

令和５年１月 ４,９３２ ５,６３２ －７００ ８７.５７

２月 ４,５６３ ５,４４０ －８７７ ８３.８８

３月 ５,１２７ ５,８３５ －７０８ ８７.８７

合 計 ５９,９９５ ６５,７７５ －５,７８０ ９１.２１

〔２〕病棟別食種別延供与食数
病 棟

食 種 ４ ５ ７東 ７西 ８東 ８西 ９東 ９西 計

常食 １,５６９ ３,８２６ ８,６６５ １５,６８１ ６,３０４ ２,１５５ １,５３０ １２,０１７ ５１,７４７

粥・軟飯食 ９０１ １,１０３ ２,５８６ ３,４９２ １,９７０ １,７３２ １,０８８ ３,２７１ １６,１４３

嚥下訓練食 ８５５ １９４ １,５７０ ７６ ４９２ ６６３ ７７９ ８８７ ５,５１６

幼児・下痢・離乳食 ３ ６,２１６ １ １５ ２ ３４０ ２３ ６,６００

ハーフ食・脱ヨード ７９１ １９７ １,４６２ １,４５２ １,０８４ １,１２６ ４０７ ２,３２１ ８,８４０

流動食 ２,４９３ ２２６ ２,９２１ ４９０ ２,３６７ ８８０ ２１５ ４８７ １０,０７９

IBD 食 ７ ２８７ ４０９ １５４ １,５９８ １,４６４ ４４ ５１７ ４,４８０

検査食 １７４ ２５４ ８４ ４９２ ３５５ ４ ３５９ １,７２２

術後分割食 ３ ２１ ４４ １５２ １,９２７ ６９ ３４ ９２ ２,３４２

消化管術後食 ２６ １４５ ３７４ ８７ ３,６３８ ５８４ ２３０ ７３４ ５,８１８

潰瘍食・貧血食 ７ ４６ ６３ ６６ ２８５ ２５４ ８７ ２５６ １,０６４

糖尿食 １,６７０ ３,６１０ ３,９３６ ６,１７５ ２,３７３ ２,０６１ １,０３２ ４,１５６ ２５,０１３

胆膵・肝臓食 ２８０ ３５６ ２,１３７ ５１３ １,９００ ４,５４８ ２０６ ３,０１６ １２,９５６

脂質異常症食 ２,８７７ ６２５ ７,０４４ ８６１ １２５ ６,３９８ ２２８ １,１１７ １９,２７５

糖腎・腎臓食 ７０３ １９７ ４９３ １,３７７ ３９９ ３,８３７ ５１４ ８６８ ８,３８８

小児腎臓食

合 計 １２,１８５ １７,２２３ ３１,９５８ ３０,６６１ ２４,９６９ ２６,１２８ ６,７３８ ３０,１２１ １７９,９８３

特食加算率（％） ４５.７ ３１.７ ４６.２ ３０.９ ５１.０ ７４.９ ３５.３ ３６.９ ４５.０

― ７６ ―



〔３〕疾患別個人栄養指導件数（入院）

月 件数 糖尿 糖尿病
腎症 肥満 高血圧 脂質

異常症
炎症性
腸疾患

消化器
疾患 肝臓 腎臓 その他

令和４年４月 ３３ ６ ０ ０ ９ １ ２ １３ １ １ ０

５月 ５０ ９ １ ０ ３ ６ ５ １６ １ ３ ６

６月 ６１ ９ ２ ０ ４ １４ ６ １４ ０ ６ ６

７月 ６９ １１ ４ ０ ６ １９ ５ １６ ０ ５ ３

８月 ６０ １６ １ ０ ６ ９ ３ １９ １ １ ４

９月 ６７ １０ ２ ０ ０ １５ ３ ２４ １ ４ ８

１０月 ７０ ８ ０ ０ １ ２６ ５ ２１ ２ ３ ４

１１月 ７５ １２ １ １ １ ２６ ４ ２２ １ ２ ５

１２月 ６３ ７ ０ ０ ２ １２ ２ ３０ １ ３ ６

令和５年１月 ５２ ７ ０ ０ ２ １４ ２ １７ ３ ５ ２

２月 ４８ ４ １ ０ ５ １６ ３ １７ １ ０ １

３月 ６８ ９ ０ ０ １ ２４ ３ ２６ ０ １ ４

合 計 ７１６ １０８ １２ １ ４０ １８２ ４３ ２３５ １２ ３４ ４９

〔４〕疾患別個人栄養指導件数（外来）

月 件数 糖尿 糖尿病
腎症 肥満 高血圧 脂質

異常症
炎症性
腸疾患

消化器
疾患 肝臓 腎臓 その他

令和４年４月 ２３ １４ ４ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ２

５月 ２３ １３ ３ ０ ０ ２ １ １ ０ ０ ３

６月 ３５ １５ ０ ０ １ ０ ２ ３ １ ３ １０

７月 ２６ ９ ２ １ ０ ０ １ １ ０ １ １１

８月 ３３ １４ ３ ２ ２ ２ １ ２ ０ ４ ３

９月 ２７ １５ ０ １ ０ １ １ ２ ０ ０ ７

１０月 ２３ １２ ０ １ １ ０ １ １ ２ １ ４

１１月 ２１ ６ ２ ０ ２ ０ ３ ０ ０ ２ ６

１２月 ３６ １４ ２ １ ３ ０ １ ２ ０ １ １２

令和５年１月 ２３ １０ ０ １ １ ０ ２ ４ ０ ０ ５

２月 ３０ １５ １ １ １ １ ０ ２ ０ １ ８

３月 ３５ １４ ０ １ ０ １ １ ７ ０ ０ １１

合 計 ３３５ １５１ １７ ９ １１ ７ １５ ２６ ３ １４ ８２

〔５〕糖尿病透析予防指導件数
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 令和５年

１月 ２月 ３月 合計

対象者（人） ５ １ ０ ２ １ ２ ０ ２ ３ １ １ ０ １８

〔６〕集団栄養指導件数
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 令和５年

１月 ２月 ３月 合計

月別参加人数（人） １３ １３ １７ １７ １０ １２ １７ ８ １１ ６ １０ １９ １５３

加算対象者（人） １２ ８ ７ １０ ９ １２ ７ ６ ８ ４ ４ １３ １００

加算人数（人） １２ ８ ７ １０ ７ １２ ７ ６ ８ ４ ４ １３ ９８

加算率（％） １００ １００ １００ １００ ７８ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ ９８

― ７７ ―
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Ｒ4年度

〔７〕病棟別・診療科別 NST 介入依頼件数

病棟・診療科 令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 令和５年

１月 ２月 ３月 合計

脳卒中/集中ケア １ ５ １ ４ ４ ６ ３ ６ ５ ６ １ １ ４３

５階 ０ １ ２ １ ０ １ １ ０ ４ ０ ０ ４ １４

７東 １ ２ ２ ５ １ ２ ２ ２ １ １ ０ ４ ２３

７西 ８ ６ ８ ４ ０ ２ ４ ３ ０ ４ ４ ２ ４５

８東 ９ １ ３ ３ ３ ２ ５ ２ ４ ４ ２ ７ ４５

８西 ４ ２ ３ １ ５ ６ ４ ３ １ ４ ３ ３ ３９

９東 ０ ４ ０ １ ０ １ ０ ２ ０ １ ２ ０ １１

９西 ４ ３ ３ ４ ３ ７ ４ ４ ３ ５ ４ ５ ４９

合 計 ２７ ２４ ２２ ２３ １６ ２７ ２３ ２２ １８ ２５ １６ ２６ ２６９

循環器 ０ ３ ０ １ ３ ２ ２ １ １ ４ １ ３ ２１

内・糖 ０ ０ ２ １ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ６

呼吸器 ３ ５ ２ ５ ２ ６ ３ ４ ３ ５ ５ ２ ４５

消化器科 １０ ４ ４ ４ ４ １１ ４ ４ ６ ７ ５ ５ ６８

小児科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

呼吸器・乳腺外科 １ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ ６

外科 ３ ２ ２ ２ ４ ２ ４ ４ ４ ２ ２ ８ ３９

整形外科 ６ ４ ４ １ １ １ ２ ３ ０ ３ ２ ０ ２７

脳神経外科 ２ ５ ３ ７ ２ ３ ３ ５ ４ ０ ０ ４ ３８

泌尿器科 ２ １ ４ １ ０ １ ２ １ ０ １ １ ２ １６

眼科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

耳鼻いんこう科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２

合 計 ２７ ２４ ２２ ２３ １６ ２７ ２３ ２２ １８ ２５ １６ ２６ ２６９

回診延人数 ４２ ３８ ５８ ４７ ３７ ６７ ５６ ４８ ３７ ５１ ３５ ６３ ５７９

歯科医師連携 ２７ ９ ２９ １９ １６ ２２ １９ ２１ １７ １９ １４ ２４ ２３６

〔８〕診療科別 NST 介入延人数

― ７８ ―



８．リハビリテーション部
〔１〕診療内容

令和４年度は、伊﨑リハビリテーション部長のもと、理学療法士８名、作業療法士４名、言語聴覚士２
名体制でリハビリテーション診療を行っています。

基本的な方針として、①入院患者さんの急性期リハビリテーションを中心に行う。②多職種と連携して
早期に介入し入院治療の一翼を担う。③地域医療支援病院として、「地域との円滑な連携」を図り、協働
して早期の「社会復帰」、「在宅復帰」を支援することを掲げております。疾患別にリハビリテーション
チームを組織し、医師や多職種とのカンファレンスに参加し、リスク管理を含めた安全で専門的なリハビ
リテーションが提供できるように努力しています。

また、栄養サポートチーム、摂食嚥下サポートチーム、褥瘡対策チーム、緩和ケアチーム、生活習慣病
対策チーム、認知症サポートチームへリハビリテーション部スタッフを派遣し、チーム医療の一翼を担っ
ています。

〔２〕診療実績

表３ 療法別リハビリテーション単位数

療法別リハビリテーション 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度
理学療法 ３２,５７１ ３３,０９３ ２８,３５０ ３３,２６０ ３３,３４８
作業療法 １４,４９０ １４,９７３ １４,０８５ １０,３８９ １２,４７６
言語療法 ８,３７５ ８,３８９ ７,２５１ ６,４１４ ９,０６２
合 計 ５５,４３６ ５６,４５５ ４９,６８６ ５０,０６３ ５４,８８６

表１ 診療科別リハビリテーション処方数

循環器
内科

消化器
内科

内分泌・
糖尿病
内科

呼吸器
内科 小児科 外科 呼吸器・

乳腺外科 整形外科 脳神経
外科 泌尿器科 眼科

耳鼻
いんこう

科
合計

平成３０年度 ２６６ １１１ １６ ４３７ １９ ３４７ ７３２ １,２７０ １５ ０ ８ ３,２３０
令和元年度 ２４７ １４５ ５ ４１６ ８ ３８０ ７０６ １,３７４ ７ １ ３ ３,３０８
令和２年度 ２９９ １１０ １３ １７９ ９ ７１９ ６３４ １,３９７ ８ １ １０ ３,３８７
令和３年度 ３４０ １７２ １５ ２１３ ３１ ５９６ ２５３ ８４１ １,７１７ ４ ０ ４ ４,１８６
令和４年度 ４０７ ２９８ ２３ ３６８ ４２ ５３８ １０４ ９９５ １,６４３ ２３ １ ５ ４,４４７

表２ 疾患別リハビリテーション単位数

疾患別リハビリテーション 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度
脳血管疾患等リハビリテーション ２７,６３４ ２７,８４８ ２６,４６９ ２４,６６８ ２６,３５０

運動器リハビリテーション ９,６１７ １１,３１８ ９,０１９ ９,１１８ １０,０６６
心大血管リハビリテーション ４,４０５ ３,９５７ ３,２０４ ４,６９４ ５,２７３
呼吸器リハビリテーション ５,２４１ ３,７９５ ３,４３８ ２,２４１ ２,３４８

廃用症候群リハビリテーション ３,０８２ ４,０７５ ２,９２５ ４,９３４ ５,９９６
がん患者リハビリテーション ５,４５７ ５,４６２ ４,６３１ ４,４０８ ４,８５３

合 計 ５５,４３６ ５６,４５５ ４９,６８６ ５０,０６３ ５４,８８６

― ７９ ―



９．医療情報部

〔１〕令和４年度 疾病大分類別退院患者数（診療科別）

総

数
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％
）
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総 数
合計 ８,６０８ － ７７５ ２３０ ６６３２,４６５ ５９６ ７８９ ３０１ ７２４１,０１７ － ２６５ ５１２ ２７１ － －
男 ４,７６５ － ４９１ １２７ ４０３１,４０８ ３５７ ５０２ ７５ ３１４ ４９１ － ２０１ ２５２ １４４ － －
女 ３,８４３ － ２８４ １０３ ２６０１,０５７ ２３９ ２８７ ２２６ ４１０ ５２６ － ６４ ２６０ １２７ － －

構成比（％）
合計 － １００.００ ９.０ ２.７ ７.７ ２８.６ ６.９ ９.２ ３.５ ８.４ １１.８ － ３.１ ５.９ ３.２ － －
男 － １００.００ １０.３ ２.７ ８.５ ２９.５ ７.５ １０.５ １.６ ６.６ １０.３ － ４.２ ５.３ ３.０ － －
女 － １００.００ ７.４ ２.７ ６.７ ２７.５ ６.２ ７.５ ５.９ １０.７ １３.７ － １.７ ６.７ ３.３ － －

Ⅰ 感染症及び
寄生虫症

合計 １３３ １.５５ ８ １ ２１ ５０ ３３ ５ ３ － ３ － ３ １ ５ － －
男 ７２ １.５１ ５ － １２ ２８ １９ ３ ２ － １ － １ － １ － －
女 ６１ １.５９ ３ １ ９ ２２ １４ ２ １ － ２ － ２ １ ４ － －

Ⅱ 新生物
合計 １,８７０ ２１.７２ ４ ４９ ２２４ ７０５ － ４０６ ２５４ ５ ５３ － １４２ － ２８ － －
男 １,０７９ ２２.６４ ２ ２８ １６５ ４１８ － ２５５ ４８ ３ １８ － １２７ － １５ － －
女 ７９１ ２０.５８ ２ ２１ ５９ ２８７ － １５１ ２０６ ２ ３５ － １５ － １３ － －

Ⅲ
血液及び造血器
の疾患並びに
免疫機構の障害

合計 ２８ ０.３３ ２ － １ １３ ５ ４ １ － ２ － － － － － －
男 １４ ０.２９ － － － ５ ５ ３ － － １ － － － － － －
女 １４ ０.３６ ２ － １ ８ － １ １ － １ － － － － － －

Ⅳ 内分泌、栄養
及び代謝疾患

合計 ３１２ ３.６２ １７ １４６ ７ ３５ ８０ ３ － ２ ８ － ２ １２ － － －
男 １９９ ４.１８ １１ ８５ ５ １４ ６６ １ － １ ４ － １ １１ － － －
女 １１３ ２.９４ ６ ６１ ２ ２１ １４ ２ － １ ４ － １ １ － － －

Ⅴ 精神及び
行動の障害

合計 １３ ０.１５ １ － － ２ １０ － － － － － － － － － －
男 ８ ０.１７ １ － － ２ ５ － － － － － － － － － －
女 ５ ０.１３ － － － － ５ － － － － － － － － － －

Ⅵ 神経系の疾患
合計 ２３６ ２.７４ ６ － ２０ ２ ３８ － １ － １４２ － － － ２７ － －
男 １１５ ２.４１ ４ － １６ １ ２２ － － － ６０ － － － １２ － －
女 １２１ ３.１５ ２ － ４ １ １６ － １ － ８２ － － － １５ － －

Ⅶ 眼及び
付属器の疾患

合計 ２３０ ２.６７ － － － － １ － － － ３ － － ２２５ １ － －
男 １１０ ２.３１ － － － － － － － － － － － １０９ １ － －
女 １２０ ３.１２ － － － － １ － － － ３ － － １１６ － － －

Ⅷ 耳及び
乳様突起の疾患

合計 ６５ ０.７６ １ － － ６ ６ － － － ３ － － － ４９ － －
男 ３０ ０.６３ － － － ３ ５ － － － ２ － － － ２０ － －
女 ３５ ０.９１ １ － － ３ １ － － － １ － － － ２９ － －

Ⅸ 循環器系の疾患
合計 １,３５０ １５.６８ ５９２ ４ １１ ６８ ６ ６ ２ ９ ６４３ － １ ３ ５ － －
男 ７５５ １５.８４ ３９３ － ４ ３３ ３ ４ １ ５ ３０７ － １ １ ３ － －
女 ５９５ １５.４８ １９９ ４ ７ ３５ ３ ２ １ ４ ３３６ － － ２ ２ － －

Ⅹ 呼吸器系の疾患
合計 ６４０ ７.４３ ２８ ７ ２０５ ７６ １５２ ２ ３３ － ４ － １ － １３２ － －
男 ３６５ ７.６６ １０ ４ １２２ ３９ ８８ １ ２１ － １ － １ － ７８ － －
女 ２７５ ７.１６ １８ ３ ８３ ３７ ６４ １ １２ － ３ － － － ５４ － －

ⅩⅠ 消化器系の疾患
合計 １,６１８ １８.８０ ２ １ ２１,２６０ １５ ３３３ － １ － － １ － ３ － －
男 ９７６ ２０.４８ １ － １ ７４７ ８ ２１８ － － － － １ － － － －
女 ６４２ １６.７１ １ １ １ ５１３ ７ １１５ － １ － － － － ３ － －
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ⅩⅡ 皮膚及び
皮下組織の疾患

合計 ２２ ０.２６ － １ ２ ４ ５ １ ２ ５ １ － １ － － － －
男 １２ ０.２５ － － １ ３ ２ １ － ３ １ － １ － － － －
女 １０ ０.２６ － １ １ １ ３ － ２ ２ － － － － － － －

ⅩⅢ 筋骨格系及び
結合組織の疾患

合計 ２４９ ２.８９ ４ ２ ６ ７ ３６ ２ － １６６ ２５ － － － １ － －
男 １０２ ２.１４ ２ － ２ ４ ２１ １ － ５７ １４ － － － １ － －
女 １４７ ３.８３ ２ ２ ４ ３ １５ １ － １０９ １１ － － － － － －

ⅩⅣ 腎尿路生殖器系
の疾患

合計 ２２６ ２.６３ ４８ ２ ９ ４４ ４ ６ １ － １ － １１０ １ － － －
男 １２０ ２.５２ ２５ １ ２ ２１ ３ ２ － － － － ６５ １ － － －
女 １０６ ２.７６ ２３ １ ７ ２３ １ ４ １ － １ － ４５ － － － －

ⅩⅤ 妊娠、分娩及び
産じょく＜褥＞

合計 ３ ０.０３ － － － － ３ － － － － － － － － － －
男 １ ０.０２ － － － － １ － － － － － － － － － －
女 ２ ０.０５ － － － － ２ － － － － － － － － － －

ⅩⅥ 周産期に
発生した病態

合計 ２ ０.０２ － － － － ２ － － － － － － － － － －
男 １ ０.０２ － － － － １ － － － － － － － － － －
女 １ ０.０３ － － － － １ － － － － － － － － － －

ⅩⅦ 先天奇形、変形
及び染色体異常

合計 ３５ ０.４１ ２ － － ６ １２ １ － ３ ５ － － － ６ － －
男 １９ ０.４０ １ － － ５ ７ １ － － ２ － － － ３ － －
女 １６ ０.４２ １ － － １ ５ － － ３ ３ － － － ３ － －

ⅩⅧ

症状、徴候及び
異常臨床所見・
異常検査所見で
他に分類されな
いもの

合計 １７７ ２.０６ ７ ５ １２ ３８ ８４ ３ １ － １５ － １ １ １０ － －

男 １０５ ２.２０ ５ ３ ８ ２０ ５２ ２ １ － ７ － １ － ６ － －

女 ７２ １.８７ ２ ２ ４ １８ ３２ １ － － ８ － － １ ４ － －

ⅩⅨ
損傷、中毒及び
その他の外因の
影響

合計 ７０８ ８.２２ １８ １ ３ ５２ ６６ ５ １ ４４７ １０３ － １ ８ ３ － －
男 ３４０ ７.１４ ８ － － ２３ ３２ ３ １ １９３ ６９ － １ ７ ３ － －
女 ３６８ ９.５８ １０ １ ３ ２９ ３４ ２ － ２５４ ３４ － － １ － － －

ⅩⅩ 傷病及び
死亡の外因

合計 － － － － － － － － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － － － － －

ⅩⅩⅠ
健康状態に影響
を及ぼす要因及
び保健サービス
の利用

合計 ３７７ ４.３８ １４ － － ２ １ １２ － ８５ １ － １ ２６１ － － －
男 １９５ ４.０９ １０ － － １ － ７ － ５２ １ － １ １２３ － － －
女 １８２ ４.７４ ４ － － １ １ ５ － ３３ － － － １３８ － － －

ⅩⅩⅡ特殊目的用
コード

合計 ３１４ ３.６５ ２１ １１ １４０ ９５ ３７ － ２ １ ５ － １ － １ － －
男 １４７ ３.０８ １３ ６ ６５ ４１ １７ － １ － ３ － － － １ － －
女 １６７ ４.３５ ８ ５ ７５ ５４ ２０ － １ １ ２ － １ － － － －

※転科を含む
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総 数
合計 ８,６０８ － ８８,５４６ １０.３ ４,８６５ ２,１１０ ９６５ ３７５ ２５１ ２６ １４ １ － １
男 ４,７６５ － ４７,７４３ １０.０ ２,７５５ １,１１０ ５１５ ２１８ １４８ １１ ７ １ － －
女 ３,８４３ － ４０,８０３ １０.６ ２,１１０ １,０００ ４５０ １５７ １０３ １５ ７ － － １

構成比（％）
合計 － １００.００ － － ５６.５ ２４.５ １１.２ ４.４ ２.９ ０.３ ０.２ － － ０.０
男 － １００.００ － － ５７.８ ２３.３ １０.８ ４.６ ３.１ ０.２ ０.２ － － －
女 － １００.００ － － ５４.９ ２６.０ １１.７ ４.１ ２.７ ０.４ ０.２ － － ０.０

Ⅰ 感染症及び
寄生虫症

合計 １３３ １.５５ ２,８１７ ２１.２ ８７ ２８ ８ ４ ４ １ － － － １
男 ７２ １.５１ ６５０ ９.０ ４８ １２ ７ ３ ２ － － － － －
女 ６１ １.５９ ２,１６７ ３５.５ ３９ １６ １ １ ２ １ － － － １

Ⅱ 新生物
合計 １,８７０ ２１.７２ １８,９５３ １０.１ １,０４５ ４６８ ２１８ ７３ ５９ ４ ３ － － －
男 １,０７９ ２２.６４ １１,３６７ １０.５ ５８４ ２７３ １３７ ４１ ４０ ２ ２ － － －
女 ７９１ ２０.５８ ７,５８６ ９.６ ４６１ １９５ ８１ ３２ １９ ２ １ － － －

Ⅲ
血液及び造血器
の疾患並びに
免疫機構の障害

合計 ２８ ０.３３ ３６０ １２.９ １３ ８ ３ ２ ２ － － － － －
男 １４ ０.２９ １８９ １３.５ ５ ６ １ １ １ － － － － －
女 １４ ０.３６ １７１ １２.２ ８ ２ ２ １ １ － － － － －

Ⅳ 内分泌、栄養
及び代謝疾患

合計 ３１２ ３.６２ ２,７４６ ８.８ １６６ １０１ ３０ １１ ４ － － － － －
男 １９９ ４.１８ １,６６３ ８.４ １１０ ５９ ２０ ８ ２ － － － － －
女 １１３ ２.９４ １,０８３ ９.６ ５６ ４２ １０ ３ ２ － － － － －

Ⅴ 精神及び
行動の障害

合計 １３ ０.１５ ４４ ３.４ １２ １ － － － － － － － －
男 ８ ０.１７ ２６ ３.３ ８ － － － － － － － － －
女 ５ ０.１３ １８ ３.６ ４ １ － － － － － － － －

Ⅵ 神経系の疾患
合計 ２３６ ２.７４ ２,４２９ １０.３ １２８ ６５ ２４ １３ ５ － １ － － －
男 １１５ ２.４１ １,０４８ ９.１ ６５ ３２ １１ ６ １ － － － － －
女 １２１ ３.１５ １,３８１ １１.４ ６３ ３３ １３ ７ ４ － １ － － －

Ⅶ 眼及び
付属器の疾患

合計 ２３０ ２.６７ １,５２２ ６.６ １９１ ３５ ４ － － － － － － －
男 １１０ ２.３１ ７０９ ６.４ ９４ １６ － － － － － － － －
女 １２０ ３.１２ ８１３ ６.８ ９７ １９ ４ － － － － － － －

Ⅷ 耳及び
乳様突起の疾患

合計 ６５ ０.７６ ３６５ ５.６ ５６ ９ － － － － － － － －
男 ３０ ０.６３ １７０ ５.７ ２６ ４ － － － － － － － －
女 ３５ ０.９１ １９５ ５.６ ３０ ５ － － － － － － － －

Ⅸ 循環器系の疾患
合計 １,３５０ １５.６８ １５,５８７ １１.５ ６６６ ３４０ １９０ ９０ ５５ ６ ３ － － －
男 ７５５ １５.８４ ８,４９２ １１.２ ３８０ １８８ １０４ ５１ ２９ ２ １ － － －
女 ５９５ １５.４８ ７,０９５ １１.９ ２８６ １５２ ８６ ３９ ２６ ４ ２ － － －

Ⅹ 呼吸器系の疾患
合計 ６４０ ７.４３ ６,８６２ １０.７ ３４５ １７６ ６７ ２１ ３０ １ － － － －
男 ３６５ ７.６６ ３,８６１ １０.６ １９９ １０２ ３６ １２ １６ － － － － －
女 ２７５ ７.１６ ３,００１ １０.９ １４６ ７４ ３１ ９ １４ １ － － － －

ⅩⅠ 消化器系の疾患
合計 １,６１８ １８.８０ １５,０４７ ９.３ １,０５６ ３２１ １０９ ７７ ４４ ６ ４ １ － －
男 ９７６ ２０.４８ ９,００８ ９.２ ６６２ １６６ ６３ ５３ ２４ ４ ３ １ － －
女 ６４２ １６.７１ ６,０３９ ９.４ ３９４ １５５ ４６ ２４ ２０ ２ １ － － －
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ⅩⅡ 皮膚及び
皮下組織の疾患

合計 ２２ ０.２６ ２５２ １１.５ １３ ５ ２ － ２ － － － － －
男 １２ ０.２５ １４０ １１.７ ７ ２ ２ － １ － － － － －
女 １０ ０.２６ １１２ １１.２ ６ ３ － － １ － － － － －

ⅩⅢ 筋骨格系及び
結合組織の疾患

合計 ２４９ ２.８９ ４,１５０ １６.７ ４１ ８４ ９３ １６ １０ ３ ２ － － －
男 １０２ ２.１４ １,６２５ １５.９ ２３ ３３ ２９ ９ ７ １ － － － －
女 １４７ ３.８３ ２,５２５ １７.２ １８ ５１ ６４ ７ ３ ２ ２ － － －

ⅩⅣ 腎尿路生殖器系
の疾患

合計 ２２６ ２.６３ ２,４８４ １１.０ １００ ７４ ３０ １７ ５ － － － － －
男 １２０ ２.５２ １,２０３ １０.０ ６１ ３５ １４ ７ ３ － － － － －
女 １０６ ２.７６ １,２８１ １２.１ ３９ ３９ １６ １０ ２ － － － － －

ⅩⅤ 妊娠、分娩及び
産じょく＜褥＞

合計 ３ ０.０３ ６ ２.０ ３ － － － － － － － － －
男 １ ０.０２ ２ ２.０ １ － － － － － － － － －
女 ２ ０.０５ ４ ２.０ ２ － － － － － － － － －

ⅩⅥ 周産期に
発生した病態

合計 ２ ０.０２ ９ ４.５ ２ － － － － － － － － －
男 １ ０.０２ ５ ５.０ １ － － － － － － － － －
女 １ ０.０３ ４ ４.０ １ － － － － － － － － －

ⅩⅦ 先天奇形、変形
及び染色体異常

合計 ３５ ０.４１ ２６９ ７.７ ３１ １ － １ １ １ － － － －
男 １９ ０.４０ １１２ ５.９ １８ － － － １ － － － － －
女 １６ ０.４２ １５７ ９.８ １３ １ － １ － １ － － － －

ⅩⅧ

症状、徴候及び
異常臨床所見・
異常検査所見で
他に分類されな
いもの

合計 １７７ ２.０６ １,３１４ ７.４ １３５ ２８ ９ １ ３ － １ － － －

男 １０５ ２.２０ ８６７ ８.３ ７５ １９ ７ １ ２ － １ － － －

女 ７２ １.８７ ４４７ ６.２ ６０ ９ ２ － １ － － － － －

ⅩⅨ
損傷、中毒及び
その他の外因の
影響

合計 ７０８ ８.２２ ８,３５３ １１.８ ２７７ ２２５ １４７ ３９ １７ ３ － － － －
男 ３４０ ７.１４ ４,０３４ １１.９ １３９ １０５ ６４ ２０ １０ ２ － － － －
女 ３６８ ９.５８ ４,３１９ １１.７ １３８ １２０ ８３ １９ ７ １ － － － －

ⅩⅩ 傷病及び
死亡の外因

合計 － － － － － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －

ⅩⅩⅠ
健康状態に影響
を及ぼす要因及
び保健サービス
の利用

合計 ３７７ ４.３８ ２,０４７ ５.４ ３４０ ２５ ８ １ ３ － － － － －
男 １９５ ４.０９ １,１０４ ５.７ １７４ １２ ５ １ ３ － － － － －
女 １８２ ４.７４ ９４３ ５.２ １６６ １３ ３ － － － － － － －

ⅩⅩⅡ特殊目的用
コード

合計 ３１４ ３.６５ ２,９３０ ９ １５８ １１６ ２３ ９ ７ １ － － － －
男 １４７ ３.０８ １,４６８ １０ ７５ ４６ １５ ５ ６ － － － － －
女 １６７ ４.３５ １,４６２ ９ ８３ ７０ ８ ４ １ １ － － － －

※転科を含む
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〔３〕令和４年度 診療科別退院患者数（在院期間別）

総

数
（
％
）

構
成
比

延
べ
在
院
日
数

平
均
在
院
日
数

１
〜
８
日

９
〜
１５
日

１６
〜
２２
日

２３
〜
３１
日

３２
〜
６１
日

６２
〜
９１
日

３
〜
６
ヶ
月

６
ヶ
月
〜
１
年

１
〜
２
年

２
年
〜

総 数
合計 ８,６０８ － ８８,５４６ １０.３ ４,８６５ ２,１１０ ９６５ ３７５ ２５１ ２６ １４ １ － １
男 ４,７６５ － ４７,７４３ １０.０ ２,７５５ １,１１０ ５１５ ２１８ １４８ １１ ７ １ － －
女 ３,８４３ － ４０,８０３ １０.６ ２,１１０ １,０００ ４５０ １５７ １０３ １５ ７ － － １

構成比（％）
合計 － １００.００ － － ５６.５ ２４.５ １１.２ ４.４ ２.９ ０.３ ０.２ － － ０.０
男 － １００.００ － － ５７.８ ２３.３ １０.８ ４.６ ３.１ ０.２ ０.２ － － －
女 － １００.００ － － ５４.９ ２６.０ １１.７ ４.１ ２.７ ０.４ ０.２ － － ０.０

循環器内科
合計 ７７５ ９.０ ７,７６７ １０.０ ４４０ １８５ ８５ ３９ ２３ ３ － － － －
男 ４９１ １０.３ ４,１８３ ８.５ ３１８ １００ ４２ ２２ ８ １ － － － －
女 ２８４ ７.４ ３,５８４ １２.６ １２２ ８５ ４３ １７ １５ ２ － － － －

内分泌・
糖尿病内科

合計 ２３０ ２.７ ２,２６７ ９.９ １０８ ８８ ２６ ６ ２ － － － － －
男 １２７ ２.７ １,３３９ １０.５ ５２ ５１ １８ ５ １ － － － － －
女 １０３ ２.７ ９２８ ９.０ ５６ ３７ ８ １ １ － － － － －

呼吸器内科
合計 ６６３ ７.７ ８,１１８ １２.２ ２４６ ２２９ １２１ ３３ ３３ １ － － － －
男 ４０３ ８.５ ５,０３６ １２.５ １４７ １３５ ７９ ２０ ２２ － － － － －
女 ２６０ ６.８ ３,０８２ １１.９ ９９ ９４ ４２ １３ １１ １ － － － －

消化器内科
合計 ２,４６５ ２８.６ ２０,８５０ ８.５ １,６４０ ５０２ １７５ ９５ ４５ ４ ３ １ － －
男 １,４０８ ２９.５ １１,７９９ ８.４ ９５７ ２６７ １００ ５８ ２０ ３ ２ １ － －
女 １,０５７ ２７.５ ９,０５１ ８.６ ６８３ ２３５ ７５ ３７ ２５ １ １ － － －

小児科
合計 ５９６ ６.９ ４,９５３ ８.３ ５０１ ７７ ７ ６ ３ － １ － － １
男 ３５７ ７.５ ２,０１７ ５.６ ３０５ ４０ ４ ５ ２ － １ － － －
女 ２３９ ６.２ ２,９３６ １２.３ １９６ ３７ ３ １ １ － － － － １

外 科
合計 ７８９ ９.２ １０,４１９ １３.２ ３６２ １９９ １１３ ５４ ５２ ５ ４ － － －
男 ５０２ １０.５ ６,７８０ １３.５ ２４２ １１３ ６６ ３７ ３８ ３ ３ － － －
女 ２８７ ７.５ ３,６３９ １２.７ １２０ ８６ ４７ １７ １４ ２ １ － － －

呼吸器・
乳腺外科

合計 ３０１ ３.５ ２,７３２ ９.１ １６２ １０１ ２５ ４ ９ － － － － －
男 ７５ １.６ １,０２８ １３.７ ２２ ３１ １４ １ ７ － － － － －
女 ２２６ ５.９ １,７０４ ７.５ １４０ ７０ １１ ３ ２ － － － － －

整形外科
合計 ７２４ ８.４ １０,２２２ １４.１ １９７ ２４８ ２０９ ４２ ２１ ６ １ － － －
男 ３１４ ６.６ ４,２６７ １３.６ ９８ １０６ ７８ １７ １３ ２ － － － －
女 ４１０ １０.７ ５,９５５ １４.５ ９９ １４２ １３１ ２５ ８ ４ １ － － －

脳神経外科
合計 １,０１７ １１.８ １３,９２８ １３.７ ３９３ ３０７ １６９ ８２ ５４ ７ ５ － － －
男 ４９１ １０.３ ７,１５９ １４.６ １５４ １６４ ９４ ４６ ３０ ２ １ － － －
女 ５２６ １３.７ ６,７６９ １２.９ ２３９ １４３ ７５ ３６ ２４ ５ ４ － － －

皮膚科
合計 － － － － － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －

泌尿器科
合計 ２６５ ３.１ ２,６０４ ９.８ １３７ ７９ ２９ １２ ８ － － － － －
男 ２０１ ４.２ １,７６６ ８.８ １１７ ５３ １８ ７ ６ － － － － －
女 ６４ １.７ ８３８ １３.１ ２０ ２６ １１ ５ ２ － － － － －

眼 科
合計 ５１２ ５.９ ２,８１９ ５.５ ４６７ ４２ ３ － － － － － － －
男 ２５２ ５.３ １,３７５ ５.５ ２３１ ２１ － － － － － － － －
女 ２６０ ６.７ １,４４４ ５.６ ２３６ ２１ ３ － － － － － － －

耳鼻
いんこう科

合計 ２７１ ３.２ １,８６７ ６.９ ２１２ ５３ ３ ２ １ － － － － －
男 １４４ ３.０ ９９４ ６.９ １１２ ２９ ２ － １ － － － － －
女 １２７ ３.２ ８７３ ６.９ １００ ２４ １ ２ － － － － － －

放射線科
合計 － － － － － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －

救急科
合計 － － － － － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － － － － － －

※転科を含む
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〔４〕令和４年度 疾病大分類別退院患者数（年齢階層別）

総

数
（
％
）

構
成
比

平
均
年
齢

０
〜
２８
日

２９
日
〜
１１
月

１
〜
４
歳

５
〜
９
歳

１０
〜
１４
歳

１５
〜
１９
歳

２０
〜
２９
歳

総 数
合計 ８,６０８ － ６３.６ ８ ８０ ２９１ １３１ １６４ １１８ １９４
男 ４,７６５ － ６１.９ ４ ４８ １６４ ７８ １２３ ８２ １１３
女 ３,８４３ － ６５.７ ４ ３２ １２７ ５３ ４１ ３６ ８１

構成比（％）
合計 － １００.００ － ０.１ ０.９ ３.４ １.５ １.９ １.４ ２.２
男 － １００.００ － ０.１ １.０ ３.５ １.６ ２.６ １.７ ２.４
女 － １００.００ － ０.１ ０.８ ３.３ １.４ １.１ ０.９ ２.１

Ⅰ 感染症及び
寄生虫症

合計 １３３ １.５５ ４６.３ － ８ １１ ７ １０ ３ ９
男 ７２ １.５１ ４４.４ － ５ ６ ５ ５ １ ６
女 ６１ １.５９ ４８.５ － ３ ５ ２ ５ ２ ３

Ⅱ 新生物
合計 １,８７０ ２１.７２ ７０.４ － － － － ２ ２ ２
男 １,０７９ ２２.６４ ７１.１ － － － － ２ － ２
女 ７９１ ２０.５８ ６９.４ － － － － － ２ －

Ⅲ
血液及び造血器
の疾患並びに
免疫機構の障害

合計 ２８ ０.３３ ６１.８ － － ３ － ２ － －
男 １４ ０.２９ ５０.４ － － ３ － ２ － －
女 １４ ０.３６ ７３.２ － － － － － － －

Ⅳ 内分泌、栄養
及び代謝疾患

合計 ３１２ ３.６２ ５０.７ － １ １２ ８ ５８ １ ７
男 １９９ ４.１８ ４６.５ － － ６ ４ ５６ － ３
女 １１３ ２.９４ ５８.２ － １ ６ ４ ２ １ ４

Ⅴ 精神及び
行動の障害

合計 １３ ０.１５ ２１.９ － － ６ １ ２ １ －
男 ８ ０.１７ ３２.９ － － ２ １ １ １ －
女 ５ ０.１３ ４.４ － － ４ － １ － －

Ⅵ 神経系の疾患
合計 ２３６ ２.７４ ５１.４ － ５ １８ ９ １０ １１ ７
男 １１５ ２.４１ ４９.４ － ５ ９ ５ ７ ５ ２
女 １２１ ３.１５ ５３.４ － － ９ ４ ３ ６ ５

Ⅶ 眼及び
付属器の疾患

合計 ２３０ ２.６７ ６５.１ － １ － － － ３ ６
男 １１０ ２.３１ ６４.２ － － － － － １ ３
女 １２０ ３.１２ ６５.９ － １ － － － ２ ３

Ⅷ 耳及び
乳様突起の疾患

合計 ６５ ０.７６ ５２.１ － － ６ ３ １ － ５
男 ３０ ０.６３ ４８.９ － － ６ ２ － － －
女 ３５ ０.９１ ５４.８ － － － １ １ － ５

Ⅸ 循環器系の疾患
合計 １,３５０ １５.６８ ７１.２ － １ － １ ５ ２ ６
男 ７５５ １５.８４ ７０.５ － １ － － ３ － ３
女 ５９５ １５.４８ ７２.２ － － － １ ２ ２ ３

Ⅹ 呼吸器系の疾患
合計 ６４０ ７.４３ ５０.４ ３ ３０ ８９ ２８ ７ ２６ ３７
男 ３６５ ７.６６ ４８.４ １ １７ ５３ １５ ６ ２１ ２１
女 ２７５ ７.１６ ５３.０ ２ １３ ３６ １３ １ ５ １６

ⅩⅠ 消化器系の疾患
合計 １,６１８ １８.８０ ６４.４ － ２ ７ ５ １３ ２４ ６３
男 ９７６ ２０.４８ ６２.１ － １ ３ ２ ８ ２１ ４０
女 ６４２ １６.７１ ６８.０ － １ ４ ３ ５ ３ ２３

― ８５ ―



総

数
（
％
）

構
成
比

平
均
年
齢

０
〜
２８
日

２９
日
〜
１１
月

１
〜
４
歳

５
〜
９
歳

１０
〜
１４
歳

１５
〜
１９
歳

２０
〜
２９
歳

ⅩⅡ 皮膚及び
皮下組織の疾患

合計 ２２ ０.２６ ５９.９ １ １ １ ２ － － －
男 １２ ０.２５ ６１.３ － １ － １ － － －
女 １０ ０.２６ ５８.１ １ － １ １ － － －

ⅩⅢ 筋骨格系及び
結合組織の疾患

合計 ２４９ ２.８９ ５５.９ － ５ ３０ ２ ３ ８ ７
男 １０２ ２.１４ ４７.８ － ３ １７ ２ １ ６ ６
女 １４７ ３.８３ ６１.４ － ２ １３ － ２ ２ １

ⅩⅣ 腎尿路生殖器系
の疾患

合計 ２２６ ２.６３ ６９.７ １ ２ １ － ２ ３ ６
男 １２０ ２.５２ ６６.１ １ ２ － － ２ ３ ３
女 １０６ ２.７６ ７３.７ － － １ － － － ３

ⅩⅤ 妊娠、分娩及び
産じょく＜褥＞

合計 ３ ０.０３ １.３ － １ ２ － － － －
男 １ ０.０２ ０ － １ － － － － －
女 ２ ０.０５ ２.０ － － ２ － － － －

ⅩⅥ 周産期に
発生した病態

合計 ２ ０.０２ ０ １ １ － － － － －
男 １ ０.０２ ０ １ － － － － － －
女 １ ０.０３ ０ － １ － － － － －

ⅩⅦ 先天奇形、変形
及び染色体異常

合計 ３５ ０.４１ ３３.５ － ３ ５ － ８ １ ２
男 １９ ０.４０ ３６.５ － ２ ３ － ４ － １
女 １６ ０.４２ ３０.０ － １ ２ － ４ １ １

ⅩⅧ

症状、徴候及び
異常臨床所見・
異常検査所見で
他に分類されな
いもの

合計 １７７ ２.０６ ４０.３ － ７ ５８ ９ ７ ３ ５

男 １０５ ２.２０ ４０.２ － ５ ３７ ４ ３ ３ ２

女 ７２ １.８７ ４０.５ － ２ ２１ ５ ４ － ３

ⅩⅨ
損傷、中毒及び
その他の外因の
影響

合計 ７０８ ８.２２ ５８.９ － ６ ３８ ４０ ２４ ２２ １５
男 ３４０ ７.１４ ５３.６ － ２ １５ ２６ １７ １５ １０
女 ３６８ ９.５８ ６３.７ － ４ ２３ １４ ７ ７ ５

ⅩⅩ 傷病及び
死亡の外因

合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

ⅩⅩⅠ
健康状態に影響
を及ぼす要因及
び保健サービス
の利用

合計 ３７７ ４.３８ ６７.２ － － － ５ ６ ５ ９
男 １９５ ４.０９ ６３.３ － － － ３ ５ ５ ８
女 １８２ ４.７４ ７１.４ － － － ２ １ － １

ⅩⅩⅡ 特殊目的用
コード

合計 ３１４ ３.６５ ７１.２ ２ ６ ４ １１ ４ ３ ８
男 １４７ ３.０８ ６８.４ １ ３ ４ ８ １ － ３
女 １６７ ４.３５ ７３.６ １ ３ － ３ ３ ３ ５

※転科を含む
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３０
〜
３９
歳

４０
〜
４９
歳

５０
〜
５９
歳

６０
〜
６４
歳

６５
〜
６９
歳

７０
〜
７４
歳

７５
〜
７９
歳

８０
〜
８４
歳

８５
〜
８９
歳

９０
歳
〜

総 数
合計 ２３８ ４９４ ８７４ ５４３ ８３１ １,４４２ １,１０３ ９９６ ６２０ ４８１
男 １３７ ２８１ ４６３ ３２４ ４９１ ８８３ ６６５ ４８８ ２６８ １５３
女 １０１ ２１３ ４１１ ２１９ ３４０ ５５９ ４３８ ５０８ ３５２ ３２８

構成比（％）
合計 ２.８ ５.７ １０.２ ６.３ ９.６ １６.８ １２.８ １１.６ ７.２ ５.６
男 ２.９ ５.９ ９.７ ６.８ １０.３ １８.５ １４.０ １０.２ ５.６ ３.２
女 ２.６ ５.６ １０.７ ５.７ ８.８ １４.５ １１.４ １３.２ ９.２ ８.６

Ⅰ 感染症及び
寄生虫症

合計 ７ ６ ９ １２ １０ ９ １２ ９ ７ ４
男 ５ ５ ２ ４ ５ ４ ８ ６ ４ １
女 ２ １ ７ ８ ５ ５ ４ ３ ３ ３

Ⅱ 新生物
合計 ２９ ７９ １９１ １５０ ２３９ ４７２ ３１７ ２３０ １１６ ４１
男 １３ ３１ ８３ ８５ １３９ ３２０ １９８ １３５ ５４ １７
女 １６ ４８ １０８ ６５ １００ １５２ １１９ ９５ ６２ ２４

Ⅲ
血液及び造血器
の疾患並びに
免疫機構の障害

合計 １ ２ ２ ２ － ２ ２ ５ ３ ４
男 － １ － ２ － １ － ３ － ２
女 １ １ ２ － － １ ２ ２ ３ ２

Ⅳ 内分泌、栄養
及び代謝疾患

合計 １２ ２２ ３９ ２２ １９ ４５ ３１ １８ １２ ５
男 ９ １５ １９ １６ ８ ２３ ２３ １１ ３ ３
女 ３ ７ ２０ ６ １１ ２２ ８ ７ ９ ２

Ⅴ 精神及び
行動の障害

合計 － － － － － ２ － １ － －
男 － － － － － ２ － １ － －
女 － － － － － － － － － －

Ⅵ 神経系の疾患
合計 １２ ２４ ２４ １５ １９ ２４ ２７ １４ １１ ６
男 ５ ９ １７ ７ ５ １２ １３ ５ ６ ３
女 ７ １５ ７ ８ １４ １２ １４ ９ ５ ３

Ⅶ 眼及び
付属器の疾患

合計 ７ １４ ３９ ２５ ２６ ４１ ３３ ２３ １０ ２
男 ３ ９ ２１ １２ １７ １７ １５ ７ ５ －
女 ４ ５ １８ １３ ９ ２４ １８ １６ ５ ２

Ⅷ 耳及び
乳様突起の疾患

合計 １ ６ ９ ７ ９ ７ ６ ３ ２ －
男 － ３ ４ ２ ６ １ ３ ２ １ －
女 １ ３ ５ ５ ３ ６ ３ １ １ －

Ⅸ 循環器系の疾患
合計 １２ ９８ １４４ ８８ １４７ ２４０ １７２ ２０６ １３１ ９７
男 ４ ５２ ７６ ６２ ９０ １５９ １１４ １０５ ６０ ２６
女 ８ ４６ ６８ ２６ ５７ ８１ ５８ １０１ ７１ ７１

Ⅹ 呼吸器系の疾患
合計 ２５ ２９ ３５ １３ ３５ ５５ ６５ ６３ ４２ ５８
男 １３ １６ １９ ８ １８ ３８ ５０ ２９ １７ ２３
女 １２ １３ １６ ５ １７ １７ １５ ３４ ２５ ３５

ⅩⅠ 消化器系の疾患
合計 ８１ １３０ ２２０ １０６ １５９ ２５４ １９１ １７８ ９４ ９１
男 ５７ ８８ １４３ ７２ １１２ １６１ １１６ ８８ ３８ ２６
女 ２４ ４２ ７７ ３４ ４７ ９３ ７５ ９０ ５６ ６５

― ８７ ―



３０
〜
３９
歳

４０
〜
４９
歳

５０
〜
５９
歳

６０
〜
６４
歳

６５
〜
６９
歳

７０
〜
７４
歳

７５
〜
７９
歳

８０
〜
８４
歳

８５
〜
８９
歳

９０
歳
〜

ⅩⅡ 皮膚及び
皮下組織の疾患

合計 － １ － １ ２ ２ １ ６ ３ １
男 － １ － １ １ １ １ ５ － －
女 － － － － １ １ － １ ３ １

ⅩⅢ 筋骨格系及び
結合組織の疾患

合計 ２ １１ ３２ １４ ２１ ３４ ３６ ３２ ９ ３
男 １ ６ １０ ５ ８ １３ １２ ７ ４ １
女 １ ５ ２２ ９ １３ ２１ ２４ ２５ ５ ２

ⅩⅣ 腎尿路生殖器系
の疾患

合計 ６ １１ ２１ ７ ２３ ３８ ２９ ３１ ２１ ２４
男 ４ ４ １３ ５ １４ ２４ １９ ９ １０ ７
女 ２ ７ ８ ２ ９ １４ １０ ２２ １１ １７

ⅩⅤ 妊娠、分娩及び
産じょく＜褥＞

合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

ⅩⅥ 周産期に
発生した病態

合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

ⅩⅦ 先天奇形、変形
及び染色体異常

合計 ４ － １ １ ４ ２ １ ３ － －
男 １ － － １ ４ － － ３ － －
女 ３ － １ － － ２ １ － － －

ⅩⅧ

症状、徴候及び
異常臨床所見・
異常検査所見で
他に分類されな
いもの

合計 － ４ １ ６ １０ ２０ １１ １４ １１ １１

男 － － － ２ ６ １３ ７ ９ ８ ６

女 － ４ １ ４ ４ ７ ４ ５ ３ ５

ⅩⅨ
損傷、中毒及び
その他の外因の
影響

合計 ２３ ３３ ６２ ３５ ６１ ８７ ６５ ７０ ７６ ５１
男 １６ ２３ ３３ １９ ３３ ３５ ３１ ２６ ２７ １２
女 ７ １０ ２９ １６ ２８ ５２ ３４ ４４ ４９ ３９

ⅩⅩ 傷病及び
死亡の外因

合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

ⅩⅩⅠ
健康状態に影響
を及ぼす要因及
び保健サービス
の利用

合計 ８ １２ ３３ ３０ ３９ ８３ ７５ ４５ １８ ９
男 ５ １０ １８ １７ ２１ ３９ ３９ １３ ９ ３
女 ３ ２ １５ １３ １８ ４４ ３６ ３２ ９ ６

ⅩⅩⅡ 特殊目的用
コード

合計 ８ １２ １２ ９ ８ ２５ ２９ ４５ ５４ ７４
男 １ ８ ５ ４ ４ ２０ １６ ２４ ２２ ２３
女 ７ ４ ７ ５ ４ ５ １３ ２１ ３２ ５１

※転科を含む
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〔５〕令和４年度 診療科別退院患者数（年齢階層別）

総

数
（
％
）

構
成
比

平
均
年
齢

０
〜
２８
日

２９
日
〜
１１
月

１
〜
４
歳

５
〜
９
歳

１０
〜
１４
歳

１５
〜
１９
歳

２０
〜
２９
歳

総 数
合計 ８,６０８ － ６３.６ ８ ８０ ２９１ １３１ １６４ １１８ １９４
男 ４,７６５ － ６１.９ ４ ４８ １６４ ７８ １２３ ８２ １１３
女 ３,８４３ － ６５.７ ４ ３２ １２７ ５３ ４１ ３６ ８１

構成比（％）
合計 － １００.００ － ０.１ ０.９ ３.４ １.５ １.９ １.４ ２.２
男 － １００.００ － ０.１ １.０ ３.５ １.６ ２.６ １.７ ２.４
女 － １００.００ － ０.１ ０.８ ３.３ １.４ １.１ ０.９ ２.１

循環器内科
合計 ７７５ ９.００ ７４.３ － － － － － ３ ６
男 ４９１ １０.３０ ７１.６ － － － － － １ ４
女 ２８４ ７.３９ ７９.０ － － － － － ２ ２

内分泌・
糖尿病内科

合計 ２３０ ２.６７ ６５.０ － － － － － １ ５
男 １２７ ２.６７ ６４.４ － － － － － － ２
女 １０３ ２.６８ ６５.７ － － － － － １ ３

呼吸器内科
合計 ６６３ ７.７０ ７３.５ － － － － － ８ ５
男 ４０３ ８.４６ ７３.０ － － － － － ６ １
女 ２６０ ６.７７ ７４.３ － － － － － ２ ４

消化器内科
合計 ２,４６５ ２８.６４ ６９.５ － － － ２ １４ １７ ６１
男 １,４０８ ２９.５５ ６７.４ － － － １ ８ １２ ３９
女 １,０５７ ２７.５０ ７２.２ － － － １ ６ ５ ２２

小児科
合計 ５９６ ６.９２ ５.３ ８ ８０ ２８５ ９７ １０５ ６ ７
男 ３５７ ７.４９ ５.３ ４ ４８ １６１ ５５ ８１ ４ ４
女 ２３９ ６.２２ ５.２ ４ ３２ １２４ ４２ ２４ ２ ３

外 科
合計 ７８９ ９.１７ ６６.０ － － － － － １１ ２０
男 ５０２ １０.５４ ６５.０ － － － － － １１ １２
女 ２８７ ７.４７ ６７.７ － － － － － － ８

呼吸器・
乳腺外科

合計 ３０１ ３.５０ ６５.１ － － － － １ ６ ４
男 ７５ １.５７ ６５.５ － － － － １ ６ ２
女 ２２６ ５.８８ ６４.９ － － － － － － ２

整形外科
合計 ７２４ ８.４１ ６１.３ － － １ １６ ２４ ３２ ２６
男 ３１４ ６.５９ ５２.０ － － － １０ １７ ２２ ２１
女 ４１０ １０.６７ ６８.３ － － １ ６ ７ １０ ５

脳神経外科
合計 １,０１７ １１.８１ ６７.０ － － ２ ７ ９ １２ １１
男 ４９１ １０.３０ ６８.２ － － １ ３ ９ ６ ４
女 ５２６ １３.６９ ６５.９ － － １ ４ － ６ ７

皮膚科
合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

泌尿器科
合計 ２６５ ３.０８ ７０.５ － － － － ２ ２ ３
男 ２０１ ４.２２ ７０.０ － － － － ２ ２ １
女 ６４ １.６７ ７２.１ － － － － － － ２

眼 科
合計 ５１２ ５.９５ ６９.１ － － － ３ － ４ ８
男 ２５２ ５.２９ ６７.２ － － － ３ － ２ ４
女 ２６０ ６.７７ ７０.９ － － － － － ２ ４

耳鼻
いんこう科

合計 ２７１ ３.１５ ４９.８ － － ３ ６ ９ １６ ３８
男 １４４ ３.０２ ４８.２ － － ２ ６ ５ １０ １９
女 １２７ ３.２９ ５１.６ － － １ － ４ ６ １９

放射線科
合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

救急科
合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

※転科を含む

― ８９ ―



３０
〜
３９
歳

４０
〜
４９
歳

５０
〜
５９
歳

６０
〜
６４
歳

６５
〜
６９
歳

７０
〜
７４
歳

７５
〜
７９
歳

８０
〜
８４
歳

８５
〜
８９
歳

９０
歳
〜

総 数
合計 ２３８ ４９４ ８７４ ５４３ ８３１ １,４４２ １,１０３ ９９６ ６２０ ４８１
男 １３７ ２８１ ４６３ ３２４ ４９１ ８８３ ６６５ ４８８ ２６８ １５３
女 １０１ ２１３ ４１１ ２１９ ３４０ ５５９ ４３８ ５０８ ３５２ ３２８

構成比（％）
合計 ２.８ ５.７ １０.１ ６.３ ９.７ １６.８ １２.８ １１.６ ７.２ ５.６
男 ２.９ ５.９ ９.７ ６.８ １０.３ １８.５ １４.０ １０.２ ５.６ ３.２
女 ２.６ ５.６ １０.７ ５.７ ８.８ １４.５ １１.４ １３.２ ９.２ ８.６

循環器内科
合計 ４ ２０ ５４ ４９ ８３ １５５ １０８ １３７ ９７ ５９
男 ４ １８ ３６ ４３ ６３ １２０ ７８ ７２ ３８ １４
女 － ２ １８ ６ ２０ ３５ ３０ ６５ ５９ ４５

内分泌・
糖尿病内科

合計 １２ ２５ ３４ ２２ １７ ４３ ３０ ２２ １６ ３
男 ８ １７ １６ １４ ８ ２３ ２０ ９ ８ ２
女 ４ ８ １８ ８ ９ ２０ １０ １３ ８ １

呼吸器内科
合計 １２ ２１ ４１ ２９ ６０ １５３ １０９ ９３ ６０ ７２
男 ５ １２ ２３ １３ ２９ １２６ ８８ ４２ ３０ ２８
女 ７ ９ １８ １６ ３１ ２７ ２１ ５１ ３０ ４４

消化器内科
合計 ８４ １２８ ２６５ １５３ ２５５ ４０７ ３３０ ３１９ ２２１ ２０９
男 ５９ ７６ １６４ １００ １５９ ２６３ １８７ １８３ ９１ ６６
女 ２５ ５２ １０１ ５３ ９６ １４４ １４３ １３６ １３０ １４３

小児科
合計 ６ １ １ － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 ６ １ １ － － － － － － －

外 科
合計 ２９ ５６ ９９ ６８ １０２ １６２ ９６ ９３ ３９ １４
男 １６ ４０ ６０ ４５ ７９ １０３ ６１ ５４ １６ ５
女 １３ １６ ３９ ２３ ２３ ５９ ３５ ３９ ２３ ９

呼吸器・
乳腺外科

合計 ９ ２８ ３７ ２９ ４０ ６７ ４２ ２１ １１ ６
男 １ １ ２ ４ ７ ２４ ２１ ４ － ２
女 ８ ２７ ３５ ２５ ３３ ４３ ２１ １７ １１ ４

整形外科
合計 ２８ ５３ ８５ ５７ ７６ ９３ ６７ ７４ ５６ ３６
男 ２１ ３８ ４０ ２９ ３４ ２８ １９ １７ １５ ３
女 ７ １５ ４５ ２８ ４２ ６５ ４８ ５７ ４１ ３３

脳神経外科
合計 ２２ ９９ １４２ ６０ ８８ １６５ １４８ １２６ ７３ ５３
男 ７ ４２ ５３ ３２ ３６ ８３ ８６ ６４ ４２ ２３
女 １５ ５７ ８９ ２８ ５２ ８２ ６２ ６２ ３１ ３０

皮膚科
合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

泌尿器科
合計 ４ ７ ２６ ２０ ３２ ５６ ５１ ３７ １３ １２
男 ３ ４ １７ １８ ２７ ５０ ４４ １９ ９ ５
女 １ ３ ９ ２ ５ ６ ７ １８ ４ ７

眼 科
合計 ９ ２１ ５５ ４２ ５０ １１５ １０２ ６３ ２７ １３
男 ４ １４ ３２ ２０ ３３ ５３ ５１ １９ １３ ４
女 ５ ７ ２３ ２２ １７ ６２ ５１ ４４ １４ ９

耳鼻
いんこう科

合計 １９ ３５ ３５ １４ ２８ ２６ ２０ １１ ７ ４
男 ９ １９ ２０ ６ １６ １０ １０ ５ ６ １
女 １０ １６ １５ ８ １２ １６ １０ ６ １ ３

放射線科
合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

救急科
合計 － － － － － － － － － －
男 － － － － － － － － － －
女 － － － － － － － － － －

※転科を含む

― ９０ ―



〔６〕令和４年度 診療科別死亡患者数および剖検数
総 数 死亡数 死亡率（％） 構成比（％） 剖検数 剖検率（％）

総 数
合 計 ８,６０８ ２３８ ２.８ １００.０ ５ ２.１
男 ４,７６５ １２４ ２.６ １００.０ ３ ２.４
女 ３,８４３ １１４ ３.０ １００.０ ２ １.８

循環器内科
合 計 ７７５ ３７ ４.８ １５.５５ １ ２.７
男 ４９１ ２３ ４.７ １８.５５ １ ４.３
女 ２８４ １４ ４.９ １２.２８ － －

内分泌・
糖尿病内科

合 計 ２３０ ４ １.７ １.６８ － －
男 １２７ １ ０.８ ０.８１ － －
女 １０３ ３ ２.９ ２.６３ － －

呼吸器内科
合 計 ６６３ ４５ ６.８ １８.９１ １ ２.２
男 ４０３ ２６ ６.５ ２０.９７ － －
女 ２６０ １９ ７.３ １６.６７ １ ５.３

消化器内科
合 計 ２,４６５ ８７ ３.５ ３６.５５ ３ ３.４
男 １,４０８ ３５ ２.５ ２８.２３ ２ ５.７
女 １,０５７ ５２ ４.９ ４５.６１ １ １.９

小児科
合 計 ５９６ ３ ０.５ １.２６ － －
男 ３５７ １ ０.３ ０.８１ － －
女 ２３９ ２ ０.８ １.７５ － －

外 科
合 計 ７８９ １３ １.６ ５.４６ １ ７.７
男 ５０２ ９ １.８ ７.２６ １ １０.１
女 ２８７ ４ １.４ ３.５１ － －

呼吸器・
乳腺外科

合 計 ３０１ ２ ０.７ ０.８４ － －
男 ７５ １ １.３ ０.８１ － －
女 ２２６ １ ０.４ ０.８８ － －

整形外科
合 計 ７２４ ９ １.２ ３.７８ － －
男 ３１４ ５ １.６ ４.０３ － －
女 ４１０ ４ １.０ ３.５１ － －

脳神経外科
合 計 １,０１７ ２５ ２.５ １０.５０ － －
男 ４９１ １６ ３.３ １２.９０ － －
女 ５２６ ９ １.７ ７.８９ － －

皮膚科
合 計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －

泌尿器科
合 計 ２６５ ４ １.５ １.６８ － －
男 ２０１ ２ １.０ １.６１ － －
女 ６４ ２ ３.１ １.７５ － －

眼 科
合 計 ５１２ ５ １.０ ２.１０ － －
男 ２５２ ２ ０.８ １.６１ － －
女 ２６０ ３ １.２ ２.６３ － －

耳鼻
いんこう科

合 計 ２７１ ４ １.５ １.６８ － －
男 １４４ ３ ２.１ ２.４２ － －
女 １２７ １ ０.８ ０.８９ － －

放射線科
合 計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －

救急科
合 計 － － － － － －
男 － － － － － －
女 － － － － － －

※転科を含む
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（２）看護部

〔１〕看護部概要
令和４年度は、COVID‐１９の感染拡大が繰り返され、なかなか収束の兆しが見えない混沌とした状況が

ありました。そのような状況下において、看護部の新体制がスタートいたしました。看護部の体制が変わ
ろうとも、COVID‐１９の影響を受けようとも、看護は揺るぎなく、私たち看護師は、看護部理念である
『人間性豊かな患者中心の看護－誠実・責任・創造－』を目指し、“患者・家族に寄り添い、患者を孤独
にしない看護を提供し続ける”強い意思表明を込めて、令和４年度の看護部目標のスローガンを、「原点
回帰～未来を創造しよう～」としました。第７波の時期は、医療従事者の休業者が増大し、医療体制維持
のため、７西病棟閉鎖を決断いたしました。しかし、PNS であったから、この危機を皆で乗り越え、有
事でも変わらず、患者・家族の願いをかなえる創造的な看護が実践できたと思います。この経験は、看護
部にとって看護には限界はないこと、PNS の価値を確かなものにする貴重な経験と成長をもたらしてく
れたと感じています。そして、令和４年は、皆にとって忘れられない悲しい別れがありました。当院の救
急を支え続けた和田加代師長の５４歳の若さでの急逝です。「患者さんのヒストリーを大切にする」和田師
長の遺志を皆で繋いでいきます。

〔２〕看護部目標（目標達成率：８５.３％）
１．安心・安全な患者中心の看護の質を保障する ～患者の尊厳を守り、持てる力に働きかける看護～
２．自律主体的、ルーティンを超えるしなやかな人材を育成する

～変化・流動的な状況に対応できる柔軟性・創造性を育む～
３．多職種協働によるタスクシフト・タスクシェアを推進する ～TQM の活性化～
４．看護部の組織力・機動力を活かし、病院経営に貢献する ～病院組織の課題に対する戦略～

〔３〕看護部活動実績
令和４年度は、３病院一体となった経営改革推進の重点課題として、当院の経営改善が強く求められま

した。病院事業計画には、実働病床２６９床、病床稼働率９５.５％、材料費率３０％以下など、大変厳しい目標
が掲げられました。医療提供の持続可能性において経営の安定化は必須であり、院内で一番のマンパワー
と全体最適の視点を持つ看護部の経営貢献として、経営・質担当師長を配置しました。取り組みとして、
病床稼働率向上・看護加算維持のため、４th ナース（夜間の部署横断的リリーフ専従ナース）の運用を導
入、日々の管理者の支援もありスタッフは役割を存分に果たし、クラスターによる病棟閉鎖が繰り返され
たにも関わらず、病床稼働率９３.３％を達成、患者の夜間帯の安全・安心な療養環境の提供も実現しまし
た。また、病院機能評価受審で高まった質改善活動を組織に根付かせる仕組みとして「医療の質向上委員
会」を院内委員会として立ち上げました。重点課題としてクリニカルパス活用推進を掲げ、パスを全職種
で作成・運用する体制を整備し、クリニカルパスの電子化を推進、在院日数の適正化に繋がりました。看
護部内においては、ナースエイドとの協働推進の体制基盤の強化や ER チーム力向上、特定行為の実施体
制整備など、人材を活かすための組織化に取り組み、質向上に寄与できました。また、地域連携を推進す
る取り組みとして、主任会が主軸となり看護サマリの改訂を行い、これは筑紫医療圏における「地域統一
型看護サマリ」として活用が広がりつつあります。また、認定看護師のアウトリーチ活動も退院後在宅訪
問や転院先訪問、他医療機関のスタッフ支援など、地域のリソースとしての活動も再開できました。“コ
ロナ禍であっても創造的な看護実践、チーム・地域のキーパーソンとしての役割発揮が出来る”を実現し
た「原点回帰」の１年でした。

― ９２ ―



〔４〕看護部デ―ター
○看護職員数経緯

％0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7～10年目

11～20年目

21年目以上

看護師経験年数分布表

R1年度

R2年度

R3年度

R4年度

0

5

10

15

R1 R2 R3 R4H30

11.411.4

9.59.5 9.79.7
10.410.4

8.98.9
全体退職率（%）

新採用者退職率（%）

0.00.0

8.58.5 5.95.9 5.35.35.75.7

％0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

11

99 3131 3434 2222 44

1919 3636 3333 1212

11

1313 2222 4646 1212 77

1010 2929 4343 1414 44

未

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

R1年度

R2年度

R3年度

R4年度

専任看護師 嘱託看護師 アルバイト看護師 ナースエイド クラーク
令和元年度 ３４９ １５ １２ ４６ ２４
令和２年度 ３５９ １６ １４ ４５ ２６
令和３年度 ３３９ １３ １２ ５１ ２９
令和４年度 ３２８ １５ １１ ４３ ２８

師長平均年齢 主任平均年齢 看護師平均年齢 看護師経験年数
令和元年度 ５０.７ ４１.４ ２９.７ ６.７
令和２年度 ５０.７ ４１.８ ２９.６ ６.５
令和３年度 ５１.７ ４２.８ ３０.８ ７.４
令和４年度 ５２.０ ４３.４ ３１.７ ８.１

○経験年数と平均年齢

○看護師の離職率

○キャリアラダー取得状況

― ９３ ―



○４TH ナースの活動実績
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73.673.6 25.525.5 1.81.8

○看護師の援助や対応に対する患者満足度

看護師がいることで安心して検査や治療が受けられる

看護師の説明や指導に満足できる

看護師の説明や指導は役に立つ内容である

看護師は退院後の生活の留意点などについてあなたが必要としている説明をわかりやすくしてくれる

看護師は処置検査などについてあなたが必要としている説明をわかりやすくしてくれる

あなたが不安を感じているときの看護師の対応に満足できる

あなたが不安で心細いとき看護師が側にいてくれる

あなたが何か不安を感じたとき看護師は話を聞いてくれる

看護師の対応によって痛みや不快が落ち着く

あなたに痛みや不快があったときの看護師の対応に満足できる

あなたに痛みや不快があったとき、気兼ねなく看護師に言える

あなたが自由に動けないとき看護師は必要に応じてあなたの身の回りの手助けをしてくれる

食事の準備や介助・後片付けを気にかけてくれる

看護師の身体拭きやシャンプーを気持ちよく受けられる

看護師はあなたの排泄時に便器・尿器をすぐに持ってきたり手伝ってくれる

看護師はあなたのプライバシーが保持できるように気をかけている

看護師はあなたが快適に過ごせるようにベッドとその周辺を整えている

看護師は夜間不快な音がしないようにしている

看護師はあなたの身体の状態をよく知ってくれている

医師と看護師との連携が取れていると思う

看護師は、あなたに「他に何か頼みたいことはないですか？」と尋ねてくれる

あなたがナースコールで呼んだとき看護師はすぐに来てくれる

看護師の言葉使いや態度にやさしい丁寧さを感じる

看護師に対して声をかけやすい、話しやすさを感じる

看護師はあなたを尊重した態度で接してくれる

看護師は約束を守ってくれる

看護師の身なりが清潔である

看護師は表情が明るく生き生きしている

看護師同士や職員間の私語がない

毎日、受け持ち看護師の自己紹介・挨拶がある

入院後あなたの担当看護師の挨拶があった

看護師の採血や介助などの処置を安心して受けることが出来る

0 20 40 60 80 100
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援助

日常生活援助
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○PNS アンケート結果
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点
R３年度 R4年度R2年度

3.773.77 3.703.70 3.703.70 3.803.80

3.163.163.243.24 3.233.23 3.153.15 3.303.30 3.283.283.273.27

3.853.853.703.70 3.673.67 3.683.68 3.763.76

3.093.093.243.24 3.083.08 3.083.08 3.213.21 3.283.283.173.17

3.793.793.723.72 3.703.70 3.673.67 3.753.75

3.163.163.263.26 3.233.23 3.113.11 3.203.20 3.353.353.193.19

3.813.81

○身体拘束に依存しない看護

延べ身体拘束患者数に対する延べ身体拘束解除数
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○令和４年度 看護学生実習受け入れ状況

学校名 実習領域 学生数

福岡大学医学部看護学科 大学

成人（外来）
総合
早期看護体験
老年
基礎
小児

１８名
４名

１５名
１０５名
２０名
１９名

福岡国際医療福祉大学 大学 看護過程
成人

３１名
３０名

福岡女学院看護大学 大学 基礎 ２４名

福岡看護大学 大学
看護過程
基礎
急性期・回復期

１８名
１６名
１８名

あさくら看護学校 専門学校 小児 ３０名

筑紫看護高等専修学校 高等学校 小児 ３２名

合 計 ３８０名

○令和４年度 認定看護師教育課程臨地実習受け入れ状況

領 域 設置主体 期 間 学生数

皮膚排泄ケア 福岡県看護協会 ９月１２日～１０月１９日 ３名

感染管理 国際医療福祉大学九州地区
生涯教育センター １１月２８日～１２月２０日 ２名

○令和４年度 認定看護管理者教育課程サードレベル実習受け入れ状況

科 目 設置主体 期 間 学生数

看護経営論 福岡県看護協会 ８月１６日 ２名

○令和４年度 認定看護管理者教育課程修了者数

認定看護管理者

教育課程コース 修了者数

ファーストレベル １８名

セカンドレベル １２名

サードレベル ７名

― ９６ ―



○令和４年度 認定・専門看護師数

領 域 人数 領 域 人数

皮膚・排泄ケア ３名 摂食・嚥下障害看護 ２名

感染管理 ２名 脳卒中リハビリテーション看護 １名

手術看護 １名 糖尿病看護 １名

救急看護 １名 がん化学療法看護 １名

集中ケア １名 緩和ケア １名

心不全看護 １名 急性・重症患者看護（専門） １名

合 計 １６名

○令和４年度 看護部研究発表実績
【院内発表】
１．Ａ病院における患者家族ハラスメントとそれに対する看護者の対処行動

９階西病棟 藤原 享子

２．COVID‐１９禍での応援体制における PNS マインドの実態
７階西病棟 西山 智子
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（３）薬剤部

〔１〕令和４年度 科別処方箋枚数・件数・剤数（外来）

科 名
処方箋（含麻薬）

枚 数 件 数 剤 数

循環器内科 １９７ ２９１ ８４２

内分泌・糖尿病内科 ２,７３１ ６,１６３ ６,５４１

呼吸器内科 ２７４ ４４６ ２,２１１

消化器内科 ４,３２０ ５,６９６ ６２,６４９

小児科 １,１３７ １,７７５ ４,７８２

外 科 ７６６ ９７０ １,３０４

呼吸器・乳腺外科 １０５ １０５ １０６

整形外科 １０２ １３３ ２６７

脳神経外科 ９８ １５０ １,９４６

泌尿器科 １７６ ２２３ ２８７

眼 科 ３０ ３２ ４８

耳鼻いんこう科 ３７ ７２ ３２０

放射線科 ０ ０ ０

救急科 ３１ ３４ ４２

合 計 １０,００４ １６,０９０ ８１,３４５

１日平均 ３７.８ ６０.７ ３０７.０

〔２〕令和４年度 病棟別処方箋枚数・件数・剤数（入院）

病棟名
処方箋（含麻薬）

枚 数 件 数 剤 数

脳卒中センター ２,３６３ ４,８６５ ２５,１４８

集中ケアセンター ３,３０３ ７,１８１ ３４,５８４

５階 ６,２５６ １３,７０５ ７３,７３４

７階東 ７,００２ １９,５７６ １２４,９５３

７階東 SCU １,０６６ ２,３７６ １５,８４２

７階西 ９,１４４ ２２,３４９ １３０,３２４

８階東 ９,６４２ ２０,７９４ １２３,９１８

８階西 ９,９０３ ２７,６２９ １７８,７８１

９階東 ２,２４３ ５,３８４ ２５,７９５

９階西 ９,９４４ ２５,４２２ １４４,０４８

合 計 ６０,８６６ １４９,２８１ ８７７,１２７

１日平均 １６６.８ ４０９.０ ２,４０３.１

― ９８ ―



〔３〕令和４年度 科別注射箋枚数・件数・交付数（外来）

科 名
注 射 箋

枚 数 件 数 剤 数

循環器内科 ８６８ １,１８５ １,８５５

内分泌・糖尿病内科 ４００ ４５８ ５５４

呼吸器内科 ６９６ ８５２ １,１７９

消化器内科 ５,７６１ ８,１７３ １３,９７９

小児科 ９２０ １,０６８ １,２３５

外 科 ５１３ ９９８ ２,１７１

呼吸器・乳腺外科 ３０５ ５２９ １,０３０

整形外科 ３８５ ４３４ ６４４

脳神経外科 ７４１ ９８８ １,４８４

泌尿器科 ６１０ ６６１ ９６０

眼 科 １,００２ １,００８ １,０６０

耳鼻いんこう科 ２１２ ３１７ ６８２

放射線科 ６ ６ ６

救急科 ３５２ ４４６ ５３６

合 計 １２,７７１ １７,１２３ ２７,３７５

１日平均 ４８.２ ６４.６ １０３.３

〔４〕令和４年度 病棟別注射箋枚数・件数・交付数（入院）

病棟名
注 射 箋

枚 数 件 数 剤 数

脳卒中センター ４,７１３ １３,５０９ ２３,０９１

集中ケアセンター １０,７５６ ３９,６４０ ６８,０１７

５階 ７,２０８ ２２,８８９ ３７,０２６

７階東 ９,７６２ ２６,０４２ ３７,０６１

７階東 SCU １,１４４ ２,６４０ ３,８１１

７階西 ８,９０１ ２５,１５２ ３２,１９７

８階東 １６,９９４ ５４,５９７ ７７,２７９

８階西 １５,８５２ ５０,０７６ ７１,２０７

９階東 ３,９８６ １０,４１０ １６,４７０

９階西 １３,６５９ ３７,７３０ ５７,１３６

合 計 ９２,９７５ ２８２,６８５ ４２３,２９５

１日平均 ２５４.７ ７７４.５ １,１５９.７
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〔５〕令和４年度 科別麻薬処方箋枚数・件数・剤数（外来）

科 名
麻薬処方箋

枚 数 件 数 剤 数

循環器内科 ０ ０ ０

内分泌・糖尿病内科 ０ ０ ０

呼吸器内科 ０ ０ ０

消化器内科 ３ ３ ３

小児科 ０ ０ ０

外 科 ０ ０ ０

呼吸器・乳腺外科 ０ ０ ０

整形外科 ０ ０ ０

脳神経外科 ０ ０ ０

泌尿器科 ０ ０ ０

眼 科 ０ ０ ０

耳鼻いんこう科 ０ ０ ０

放射線科 ０ ０ ０

救急科 ０ ０ ０

合 計 ３ ３ ３

１日平均 ０.０ ０.０ ０.０

〔６〕令和４年度 病棟別麻薬処方箋枚数・件数・剤数（入院）

病棟名
麻薬処方箋

枚 数 件 数 剤 数

脳卒中センター ０ ０ ０

集中ケアセンター ２５ ２５ １６３

５階 ３４ ３７ １４５

７階東 １９ １９ ９０

７階東 SCU ０ ０ ０

７階西 ４８ ４９ ３７２

８階東 １６９ １７５ ８６９

８階西 １１０ １１０ ６５８

９階東 １ １ ２８

９階西 １２０ １２０ ６６１

合 計 ５２６ ５３６ ２,９８６

１日平均 １.４ １.５ ８.２
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〔７〕令和４年度 科別麻薬注射箋枚数・件数・剤数（外来）

科 名
麻薬注射箋

枚 数 件 数 剤 数

循環器内科 ３ ３ ３

内分泌・糖尿病内科 ０ ０ ０

呼吸器内科 ０ ０ ０

消化器内科 ９１ ９１ ９５

小児科 １ １ １

外 科 ０ ０ ０

呼吸器・乳腺外科 ０ ０ ０

整形外科 ０ ０ ０

脳神経外科 ０ ０ ０

泌尿器科 ０ ０ ０

眼 科 ０ ０ ０

耳鼻いんこう科 ０ ０ ０

放射線科 ０ ０ ０

救急科 ０ ０ ０

合 計 ９５ ９５ ９９

１日平均 ０.４ ０.４ ０.４

〔８〕令和４年度 病棟別麻薬注射箋枚数・件数・剤数（入院）

病棟名
麻薬注射箋

枚 数 件 数 剤 数

脳卒中センター ７２ ７２ ９２

集中ケアセンター ５３１ ５３１ ８２９

５階 ４１９ ４１９ ６１０

７階東 ３６４ ３６４ ５３２

７階東 SCU ２ ２ ４

７階西 ９７８ ９７８ １,２９２

８階東 １,６０４ １,６０４ ３,５７５

８階西 １２２ １２２ ２４８

９階東 ２ ２ ３

９階西 ６０２ ６０２ ７１６

合 計 ４,６９６ ４,６９６ ７,９０１

１日平均 １２.９ １２.９ ２１.６
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〔９〕令和４年度 月別麻薬処方箋枚数・件数・交付数（外来・入院）

区分

月

麻薬処方箋

外 来 入 院

枚 数 件 数 剤 数 枚 数 件 数 剤 数

令和４年４月 ０ ０ ０ ３７ ３７ ２３３

５月 ０ ０ ０ ２３ ２３ １４０

６月 ０ ０ ０ ３３ ３４ ３０２

７月 ０ ０ ０ ４０ ４０ ２２３

８月 ０ ０ ０ ２５ ２８ １１７

９月 ０ ０ ０ ４０ ４０ ２０１

１０月 ０ ０ ０ ６９ ６９ ４２０

１１月 ３ ３ ３ ４５ ４５ ２３４

１２月 ０ ０ ０ ３７ ４１ ２０２

令和５年１月 ０ ０ ０ ４１ ４１ １９４

２月 ０ ０ ０ ５８ ６０ ２８６

３月 ０ ０ ０ ７８ ７８ ４３４

合 計 ３ ３ ３ ５２６ ５３６ ２,９８６

〔１０〕令和４年度 月別麻薬注射箋枚数・件数・交付数（外来・入院）

区分

月

麻薬注射箋

外 来 入 院

枚 数 件 数 剤 数 枚 数 件 数 剤 数

令和４年４月 ６ ６ ６ ３２８ ３２８ ５４９

５月 １５ １５ １５ ３２７ ３２７ ５４２

６月 １４ １４ １４ ３９６ ３９６ ６４５

７月 ６ ６ ６ ３５０ ３５０ ６５４

８月 １０ １０ １０ ３２８ ３２８ ５５２

９月 ５ ５ ５ ４２３ ４２３ ６８１

１０月 ２４ ２４ ２４ ４００ ４００ ６７６

１１月 ７ ７ ７ ３９３ ３９３ ６５３

１２月 ０ ０ ０ ３９５ ３９５ ６５７

令和５年１月 ２ ２ ２ ３７８ ３７８ ６２０

２月 ４ ４ ４ ４２７ ４２７ ６８５

３月 ２ ２ ６ ５５１ ５５１ ９８７

合 計 ９５ ９５ ９９ ４,６９６ ４,６９６ ７,９０１
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令和4年 令和5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400
合計 患者数
合計 調製件数

1,0951,095

1,0491,049
943943

830830

827827

949949 993993

831831 836836
950950

850850
904904

925925

1,2211,221

869869
746746

668668862862

718718

584584
715715

811811 776776 829829

（人・件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
令和4年 令和5年0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600
指導患者数
算定件数

768768
701701

818818
725725

673673 676676
751751 709709

652652 644644
699699

777777

1，0581，058
968968

1，1841，184

991991
936936 912912

1，0561，056
987987 947947

874874
951951

1，0791，079

（人・件）

〔１１〕令和４年度 月別注射薬無菌調製件数
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

点滴
（末梢）

患 者 数 ９１７ １,０２６ ８４５ ７４３ ８１７ ８４６ ６８２ ５８１ ６９２ ７７９ ７６８ ８０２ ９,４９８

調製件数 １,０８７ １,１８３ ９１７ ８２７ ９３９ ９７４ ７９０ ６６４ ７８６ ８８９ ８４２ ８７７ １０,７７５

TPN
患 者 数 ８ ２３ ２４ ３ １０ １６ ３６ ３ ２３ ３２ ８ ２７ ２１３

調製件数 ８ ３８ ２６ ３ １０ １９ ４１ ４ ５０ ６１ ８ ２７ ２９５

合 計
患 者 数 ９２５ １,０４９ ８６９ ７４６ ８２７ ８６２ ７１８ ５８４ ７１５ ８１１ ７７６ ８２９ ９,７１１

調製件数 １,０９５ １,２２１ ９４３ ８３０ ９４９ ９９３ ８３１ ６６８ ８３６ ９５０ ８５０ ９０４ １１,０７０

〔１２〕令和４年度 薬剤管理指導業務
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

指導患者数 ７６８ ７０１ ８１８ ７２５ ６７３ ６７６ ７５１ ７０９ ６５２ ６４４ ６９９ ７７７ ８,５９３

算定件数 １,０５８ ９６８ １,１８４ ９９１ ９３６ ９１２ １,０５６ ９８７ ９４７ ８７４ ９５１ １,０７９ １１,９４３

指導率（％） ８３.５ ７６.６ ８６.３ ８０.０ ８１.１ ７７.１ ８１.４ ８０.９ ７５.１ ７６.８ ８１.２ ７６.９

ハイリスク算定件数 ５５７ ５４２ ６０２ ４９６ ４８１ ４６５ ５６６ ５３８ ４８２ ４２２ ４６０ ５４０ ６,１５１

退院加算件数 ２２０ １９７ ２４１ ２１９ １９６ １４８ ２２９ １８５ ２３１ １３５ １８３ ２１９ ２,４０３

麻薬加算件数 ３ １４ ２０ ２７ １９ １３ ３０ ２５ ２５ ３１ ４６ ２６ ２７９

指導薬剤師数
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（枚） （％）

令和4年 令和5年0
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処方箋枚数
発行率（％）
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97.7
97.0

4,3054,305 4,2514,251
4,6234,623

4,4204,420 4,5394,539 4,5434,543 4,2344,234 4,3174,317 4,5524,552 4,2574,257 4,1254,125
4,7814,781

平成30年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度令和元年度

（枚） （件）

処方箋枚数（含麻薬） 外来（院外）
処方箋枚数（含麻薬） 外来（院内）
薬剤管理指導件数
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11,237

14,246

79,813

8,619

62,088

13,794
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11,903
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11,943

52,947
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〔１３〕令和４年度 月別院外処方箋枚数・発行率
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計 平均

処方箋枚数 ４,３０５ ４,２５１ ４,６２３ ４,４２０ ４,５３９ ４,５４３ ４,２３４ ４,３１７ ４,５５２ ４,２５７ ４,１２５ ４,７８１ ５２,９４７ ４,４１２.３

発行率（％） ９７.７ ９７.０ ９７.３ ９５.４ ９５.５ ９７.３ ９７.４ ９７.４ ９５.１ ９６.１ ９７.７ ９７.０ ９６.７４

〔１４〕薬剤部業務年度推移
平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

処方箋枚数
（含麻薬）

外来（院外） ７９,８１３ ６２,０８８ ４９,１６３ ５１,３４７ ５２,９４７

外来（院内） ８,４６９ １１,２３７ ８,６１９ ９,５７９ １０,００４

入 院 ６１,９２３ ６３,１５８ ５５,２７７ ６４,０９０ ６０,８６６

注射処方箋枚数
（含麻薬）

外 来 ３３,７３８ １５,２１０ １１,２３８ １２,９０５ １２,７７１

入 院 ２０１,６２３ １０９,１２８ ８９,３２４ ９２,２０５ ９２,９７５

無菌調製件数 １３,０００ １５,０８６ １３,３７５ １２,０４７ １１,０７０

薬剤管理指導件数 １４,２４６ １５,７９１ １１,９０３ １３,７９４ １１,９４３
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令和4年 令和5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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抗がん薬調製件数
インフリキシマブ調製件数

〔１５〕令和４年度 月別抗がん薬・インフリキシマブ調製件数
令和４年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

令和５年
１月 ２月 ３月 合計

抗がん薬

外来
患 者 数 １９５ １８１ １８３ １６４ １９３ １８３ １７８ １８０ １８７ １９７ １８３ ２２１ ２,２４５

調製件数 ３４０ ３３５ ３０３ ２９１ ３４５ ３２６ ３１７ ３２５ ３２８ ３４１ ３０９ ３６３ ３,９２３

入院
患 者 数 ４８ ４５ ３３ ２０ ３５ ３４ ３９ ３２ ４９ ５７ ５３ ５６ ５０１

調製件数 ８３ ６８ ５５ ３２ ５６ ６７ ５４ ５４ ８３ ８５ ８３ ７９ ７９９

合計
患 者 数 ２４３ ２２６ ２１６ １８４ ２２８ ２１７ ２１７ ２１２ ２３６ ２５４ ２３６ ２７７ ２,７４６

調製件数 ４２３ ４０３ ３５８ ３２３ ４０１ ３９３ ３７１ ３７９ ４１１ ４２６ ３９２ ４４２ ４,７２２

インフリ
キシマブ

等

外来
患 者 数 １６５ １７６ １８１ １９１ １８５ １８０ １８４ １６０ １７６ １７２ １４３ １８９ ２,１０２

調製件数 １６３ １７６ １８１ １９１ １８５ １８０ １８４ １６０ １６９ １７２ １４３ １８９ ２,０９３

入院
患 者 数 ５ ４ ７ ３ ４ ３ １ ３ １ ０ １ ２ ３４

調製件数 ５ ４ ７ ３ ４ ３ １ ３ １ ０ １ ２ ３４

合計
患 者 数 １７０ １８０ １８８ １９４ １８９ １８３ １８５ １６３ １７７ １７２ １４４ １９１ ２,１３６

調製件数 １６８ １８０ １８８ １９４ １８９ １８３ １８５ １６３ １７０ １７２ １４４ １９１ ２,１２７
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（４）臨床研究支援センター

〔１〕部署別・研究関連（治験、臨床研究、製造販売後調査）新規実施状況（表１）

研

究

部

署

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

治

験

臨
床
研
究

特
定
臨
床
研
究

製
造
販
売
後
調
査

治

験

臨
床
研
究

特
定
臨
床
研
究

製
造
販
売
後
調
査

治

験

臨
床
研
究

特
定
臨
床
研
究

製
造
販
売
後
調
査

治

験

臨
床
研
究

特
定
臨
床
研
究

製
造
販
売
後
調
査

実施件数 １３ ６７ １ １１ ７ ７７ １ ７ ４ ５９ ４ １０ ５ ４９ １ １４

循環器内科 ２ １ １ ２ １ ２ ２ ２

呼吸器内科 ２ ２ １ ２ ５ １ １ ４ ４ ２ １ ３ １

内分泌・糖尿病内科 ２ １ ３ １ ３ １ １ ２

消化器内科 ８ １２ ３ ４ １９ ２ １２ １ １ １２ ３

内視鏡部 ９ ８ １ ９ ５ ２

炎症性腸疾患（IBD）センター ２ ４ ４ ３

小児科 ２ １ ２ １ １ ４ ２

外 科 ３ ８ １ ６ ２ ３ ３

呼吸器・乳腺センター※２ ① ３

整形外科 ６ ４ １

脳神経外科 １ １１ １０ １ ７ ３ １ １

脳卒中センター １ ２ １ ２ ２

泌尿器科 ２ １

眼 科 １ ２

耳鼻いんこう科 １ １

感染制御部※２ ①

救急科 ①

薬剤部 ５ ４ ４ ４

看護部 ６ ６ ３ ２

放射線部 １ ３ １

病理部 １

臨床検査部 ３

※１：数字の○囲いは診療科における新規受諾を表示する。
※２：令和元年７月より、外科より呼吸器・乳腺センター新設、令和３年４月より、感染制御部新設
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〔２〕年度別・治験契約件数・実施例数（表２、グラフ１）

新規契約件数

全契約件数

新規契約症例数

全契約症例数

実施症例数

実施率（%）

令和2年度 令和3年度 令和3年度令和元年度平成30年度
0
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60

80

100

120

140

160

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

新規契約件数 １６ １３ ７ ４ ５

全契約件数 ４０ ４８ ４６ ３６ ２７

新規契約症例数 ５３ ２９ ２１ １０ １８

全契約症例数 １４８ １６０ １５９ １１４ ８１

実施症例数 ８６ ９６ ８９ ６３ ３４

実施率（%） ５８.１ ６０.０ ５６.０ ５５.０ ４２.０

〔３〕年度別・治験コーディネーター（CRC）支援実績（表３、グラフ２）

治験件数

院内CRC

外部CRC

令和 2年度令和元年度平成30年度 令和 3年度 令和 4年度
0

10

20

30

40

50

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

治験件数 ３９ ４８ ４６ ３６ ２７

院内 CRC １０ １８ ２０ ２０ １２

外部 CRC ２９ ３０ ２６ １６ １５

― １０７ ―



〔４〕今後の展望
前年度に続き令和４年度も新型コロナ感染対策の為、治験を主管する製薬会社等のデータ確認のための

訪問制限を行わざるを得ず、治験の進行への悪影響も継続しました。年度の後半からは新型コロナ感染が
収束が見えてきたこともあり治験を計画している製薬会社等からの新規治験実施の相談が増えてきまし
た。令和５年度は新薬等の研究開発活動がコロナ禍以前の状態に戻ることが予想されます。その際は、よ
り多くの新しい治療機会を患者に届けるため当部署も治験実施体制を整備していきます。また治験情報を
いち早くお届けするため、当センターのホームページに実施中の治験情報の掲載を始めました。

近年、PPI（Patient and Public Involvement）と呼ばれる医薬品の開発を進める際、研究デザイン作成
や評価に患者・市民の視点からの意見取り入れていく、「患者・市民参画」の取り組みが行われるように
なってきました。PPI は研究者と患者・市民との双方向での対話を通じ、患者・市民にとって研究への理
解、参加への利便性の向上やリスクの低減を図ったり、研究者にとって新たな視点と価値を獲得していき
治験・臨床研究の現場がよりよいものになること、研究成果が社会により良い形で還元されていくことが
期待されています。PPI 活動を進めていくには、患者やその家族にも治験・臨床研究をよく知り、身近に
感じてもらうことが必要です。そのために我々も PPI の理解と患者向けの情報発信に努めて参ります。
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（５）臨床工学センター

臨床工学センター長 １名
主任臨床工学技士 １名
臨床工学技士 ８名

〔１〕臨床工学センター概要
臨床工学センターは、院内全般の ME 機器の適正な管理と安全な運用を目的としています。技士９名

で日勤業務を行い、夜間・休日の ONCALL 体制を敷いており、緊急業務に対応できる体制をとっていま
す。また、生命維持管理装置などの医療機器を扱うスペシャリスト（専任技士）として、医療機器講習会
の開催、専門技術の提供と信頼性の高い機器運用、安全で質の高い医療環境の構築を進め『あたたかい医
療』を安全に提供できるよう努力しています。

〔２〕実績
令和４年度の血液浄化業務、循環器診療支援業務においては、過去最高の件数でした。臨床工学セン

ター設立以降、院内修理で削減できた費用は年々増加傾向にあり、高い削減費を生み出しています。
１）臨床工学センター業務件数及び削減費 （件）

業 務 内 容 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

血液浄化業務

血液透析 ４４８ ３９２ ３０４ ３４８ ４５０
持続緩徐式血液濾過 １８３ １６６ ７０ ４４ ６１
ビリルビン吸着 ０ ５ ７ ０ ０
血漿交換療法 ３ ０ ３ ０ ０
二重濾過血漿交換 ０ ０ ５ ０ １３
活性炭吸着 ０ ０ ０ ０ ０
エンドトキシン吸着 １９ ２５ ９ ５ ３
腹水濾過濃縮再静注法 １７ １１ １７ １８ １６
血球成分除去療法 ３０９ １５９ ２１９ １２３ １６２

循環器診療支援業務

大動脈内バルーンパンピング操作 ５ ９ ５ １ ４
血管内超音波検査操作 １５７ １１１ ９７ １６２ ２３５
冠血流予備量比測定操作 ４９ ３７ １８ １５ １６
経皮的心肺補助操作 ０ ２ ０ １ ０
高速回転アテレクトミー ８ ７ １１

手術関連支援業務 術前セッティング／立ち合い／点検 ５,５２７ ５,２５９ ５,２５９ ７,３２８ ６,６４６

内視鏡部診療支援事業

上部・ルーチン ４,３０５ ４,０１０ ３,０７３ ３,４１５ ３,３４５
上部・処置及び治療 ４２６ ３６８ ２３３ ２８５ ５２６
下部・ルーチン ３,０８２ ２,９４７ ２,４５０ ２,６３１ ２,３２９
下部・処置及び治療 ６５６ ６５６ ４０８ ６４４ ５４８
CE（カプセル内視鏡） ２４ ８７ ８２ １１７ ８２

RFA 支援業務 RFA 操作 １７ ２２ １０ １０ １２

機器管理業務
中央機器管理 貸出数 ８,００２ ７,７１７ ７,４２０ ８,６３０ ８,４４５
日常点検業務 １３,３７９ １１,９６７ １１,２０１ １０,２９２ １１,４７２
定期点検業務 ６１１ ７００ ６９５ ７１８ ６４７

削減費 院内修理で削減できた金額
（メーカー委託した場合の金額） ￥７,２２２,６００ ￥８,５５２,５００ ￥８,２３８,７００ ￥８,８４２,９００ ￥９,１５５,２００
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２）中央機器管理 貸出機器稼働率 （％）

機 種 名 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

シリンジポンプ ６０.６ ６１.０ ５４.３ ５９.７ ５５.２

輸液ポンプ ８３.４ ８５.８ ７１.７ ８４.１ ８９.５

経腸栄養輸液ポンプ １９.３ ３１.５ ３０.９ ２２.６ ２６.７

医薬品注入器 ３０.０ ３０.８ ２３.４ ４３.５ ４９.５

生体情報モニター ５１.８ ８１.９ ６６.６ ８０.１ ７８.２

低圧持続吸引器 ５１.６ ４９.８ ５２.６ ４３.１ ４５.１

ポータブル吸引器 ９.７ ２５.８ １２.３ １２.９ ３.９

フットポンプ ６６.５ ５０.７ ５４.３ ７３.６ ６８.５
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（６）地域医療支援センター・在宅支援室

地域医療支援センター・在宅支援室では、「患者さん中心」の地域完結型医療を目指し、地域の先生方
との連携を図るとともに、患者さん・ご家族の想いに寄り添うことを大切に退院後の在宅医療の支援やが
ん相談、転院相談等を行っています。

１．人員構成
センター長 １名
看 護 師 長 ２名（地域医療支援センター・在宅支援室）
主任看護師 １名（がん相談専従看護師）
看 護 師 ５名（皮膚排泄ケア認定看護師１名、緩和ケア認定看護師１名含む）
医療ソーシャルワーカー ２名
医療相談窓口 １名
事 務 職 ６名（室長補佐１名含む）

２．紹介・救急等
〔１〕令和４年度 月別紹介率・紹介初診数

令和 4年 令和 5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（％） （件）紹介件数
紹介率

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

40

50

60

70

80

90

100

726 718 859 727 688 728 795 805 717 641 699 821

84.3％84.3％
80.9％80.9％ 82.9％82.9％

76.3％76.3％

66.7％66.7％

84.2％84.2％ 85.0％85.0％ 86.4％86.4％

70.0％70.0％

88.8％88.8％
85.5％85.5％

80.9％80.9％

〔２〕令和４年度 月別逆紹介率・逆紹介数

令和 4年 令和 5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（％） （件）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

0

20

40

60

80

100
逆紹介件数
逆紹介率

757 792 822 722 654 693 802 761 774 637 726 913

87.9％87.9％ 89.3％89.3％

79.3％79.3％
75.8％75.8％

63.4％63.4％

80.1％80.1％
85.8％85.8％

81.7％81.7％
75.6％75.6％

92.2％92.2％ 95.1％95.1％

80.4％80.4％
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〔３〕令和４年度 月別救急車搬送件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

外来数 入院数（　）内は割合

令和 4年 令和 5年0

50

100

150

200

250

300

350

400

159 165 157
219 197

143 128 148 153 152
129

151

153
(49.0%)
153
(49.0%)

165
(50.0%)
165
(50.0%) 141

(47.3%)
141
(47.3%)

149
(40.5%)
149
(40.5%) 130

(39.8%)
130
(39.8%)

142
(49.8%)
142
(49.8%)

144
(52.9%)
144
(52.9%)

124
(45.6%)
124
(45.6%)

145
(48.7%)
145
(48.7%)

164
(51.9%)
164
(51.9%)

117
(47.6%)
117
(47.6%)

140
(48.1%)
140
(48.1%)

〔４〕令和４年度 紹介元医療機関地域別分布

令和4年度
紹介者総数
9,988人

筑紫野市
3,076件
（30.8％）

太宰府市
1,471件
（14.7％）

大野城市
927件
（9.3％）

朝倉市・郡
710件
（7.1％）

福岡市
1,334件
（13.4％）

春日市
758件
（7.6％）

小郡市 405件（4.1％）

粕屋郡 86件（0.9％） その他
684件
（6.8％）

基山町 172件（1.7％）

久留米市 315件（3.2％）

那珂川市 50件（0.4％）

〔５〕令和４年度 月別検査外来（MR・CT・RI）利用件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

MR RICT

令和 4年 令和 5年0

20

40

60

80

100

120

65 70
80

64
50 54 65 52 56 53 55

62

19 16

29

13

12
19

20

18 11 18
22

21

1 0

1

1

1

1

0

1 00
0

22
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〔６〕令和４年度 月別開放病床利用率推移

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（％）
開放病床利用率

利用延日数

20.3％

12.3％ 13.0％13.0％

22.7％

26.7％

12.3％12.3％

22.7％

4.3％4.3％

36.0％

61
59

37 39

68
80

37

68 64

13

88

108

29.3％29.3％

19.7％19.7％

令和 4年 令和 5年

21.3％21.3％

◇ 登録医療機関　119施設
◇ 利用率　15.8％

〔７〕令和４年度 月別休日夜間診療実施件数

0

100

200

300

400

500

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
令和 4年 令和 5年

外科系内科系小児科

127 148 106

263
179 190

153 156
197

276

100 141

111
121

119

134
233

89
104 95

289
96

102
124

60
63

63

54
77

58 68 64

38

96

43

5454

〔８〕令和４年度 セカンドオピニオン件数：６件

受入れ診療科 疾 患 名

１ 消化器内科 胆道ジスキネジアの疑い

２ 呼吸器内科 膠原病関連間質性肺炎

３ 外 科 潰瘍性大腸炎術後

４ 消化器内科 術後膵液瘻

５ 脳神経外科 脳動脈瘤

６ 循環器内科 ２型房室ブロック
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３．退院支援・医療相談
〔１〕入退院支援・医療相談総件数（新規）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2,681

平成30年度 令和元年度 令和2年度

2,988 2,8812,881

令和3年度

3,087

令和4年度

3,579

〔２〕令和４年度 入退院支援・医療相談の内訳

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

訪問看護導入

在宅医導入

サービス調整

介護保険説明

入院施設説明

通院施設説明

福祉施設説明

経済面の相談

子育て支援

障害者支援

がん相談

虐待

就労支援

受診・受療

書類

在宅評価

転院調整

苦情・不満

その他

43

21

470470

8989

917

52

236

37

20

13

222

11

3

38

50

453453

894

0

10
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〔３〕令和４年度 支援患者の居住地区

筑紫野市
36%

太宰府市
22%

大野城市
12%

甘木・朝倉・筑前
9％

春日市 4％

小郡市 4%

福岡市・糸島市 4％
佐賀県 2％
糟屋郡 2％

飯塚市 嘉麻市 嘉穂郡 0．3％
那珂川市 1％
久留米市 1％ その他　県内 2％

その他　県外 1％
不明 0．1％

〔４〕地域連携パス 運用実績

大腿骨頸部骨折　地域連携パス

運用率運用件数対象者

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（％）

2020年度 2021年度 2022年度

5757
4343

5050

7070
8686

160160
7575

7171

5454

脳血管障害　地域連携パス

運用率運用件数対象者

0

50

100

150

200

250

300

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（％）

2020年度 2021年度 2022年度

162162

115115
9999

145145

191191

250250
7070 6868

7676

４．在宅支援室
〔１〕令和４年度 在宅復帰率

2018年

在宅復帰率（％）

90

92

94

96

98

2019年 2020年 2021年 2022年

94.5 94.5

95.8
96．5

94.0

在宅療養先の内訳

84%

0%
2%
1%
2%
7%

在宅（自宅及び居住系介護施設等）
介護老人保健施設
有床診療所
他院の療養病棟

他院の回復期リハビリテーション病棟
他院の地域包括ケア病棟又は病室
4～6を除く病院

4%
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〔２〕令和４年度 在宅支援件数 病棟：２４７件 外来：２１１件

令和4年 令和5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

在宅支援件数

0

10

20

30

40

2424 2323
2525

1717

2727

2222

2727

2020
22222323

3232

2424
2222

1010

19191818

2626
2323

2626

21212121

1212

2626

2222

外来病棟

〔３〕令和４年度 退院前カンファレンス件数 ９５件 ※全て Zoom で実施

退院前カンファレンス件数

0

20

40

60

80

100

120

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

89899191

7070

9696 9595

〔４〕令和４年度 退院時共同指導料件数（８６件）・介護支援等連携指導料件数（５１件）

令和元年度0

50

100

150

200

退院前共同指導・介護連携指導件数（4月～9月）

76

154

60 54

令和2年度 令和3年度

74 71

介護連携
退院前共同

86

51

令和4年度
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〔５〕令和４年度 在宅訪問件数

0

10

20

30

40

50

60
退院後訪問件数

2020年 2022年2019年

29

2021年

20

35

52

〈訪問者の概要〉 〈訪問内容〉

訪問した看護師数：２８名（複数回含む） �生活状況の把握
�点滴管理
�CV ポート管理
�ストーマ管理
�ウロストミー管理
�カテーテル管理
�在宅酸素管理
�創処置
�内服管理
�栄養管理
�全身状態の観察

�精神状態の観察
�清潔援助
�生活環境の調整
�嚥下訓練
�介護者の状態把握
�訪問看護師との関係構築
�看取りについて意思決定支援
�家族への技術指導
�在宅療養継続の判断
�在宅サービス評価
�安全に自宅までの移送

平 均 経 験 年 数：１１年

看
護
師

ス タ ッ フ １８名

認定看護師 ７名（複数）

主 任 ３名

師 長 ２名

リ ハ ビ リ 技 師 ４名

医 師 １名

MSW １名

〈訪問協力施設〉
訪問看護ステーション芦田鶴
筑紫医師会訪問看護ステーション
訪問看護ステーション誠愛
アップハート訪問看護ステーション大野城

訪問看護ステーションふたば
そら訪問看護ステーション
みずき訪問看護ステーション
訪問看護ステーション日向ぼっこ

訪問看護ステーション穏
訪問看護ステーション笑顔ネット
訪問看護ステーション花笑み
甘木中央病院訪問看護ステーション

〔６〕COVID‐１９禍での取り組み
１．在宅訪問時の感染防止対策（持ち出さない・持ち込まないの徹底）
�訪問時専用ユニフォームの着用
�ケア時の手指消毒、マスク・ガウン・フェイスシールド着用
�うがい・手洗い・更衣後に病棟業務へ復帰

２．リモートワークの導入
�地域医療介護スタッフとのカンファレンス：４８件
�介護連携等の介護スタッフとの面談のみ ： ２件
�認定看護師への相談 ： １件
�患者、家族へのリモートを用いた退院指導： １件
�会議（行政・学校等） ： ２件
�面会支援 ： １件
�インフォームドコンセント ： １件 ／計：８２件

（使用アプリ）ZOOM・Face Time
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〔７〕院内活動
〈研 修〉�退院支援研修（基礎編・実践編）

〔８〕院外活動
�皮膚排泄ケア認定看護師によるアウトリーチ……転院先病院での創処置指導
�感染看護管理者によるアウトリーチ ……依頼先病院での院内感染対策指導

〔９〕訪問看護指導料件数
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５．がん相談支援
〔１〕がん相談支援件数
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〔２〕がんサロン開催状況
令和４年度のがんサロンは、新型コロナウイルス感染症の流行と感染拡大のために、開催回数や参加人

数などを検討し、オンラインおよび現地での参加を調整して、福岡大学病院と共同で開催しました。各テー
マについて約２０分間の講演後、参加者同士の語り合いの場を設け、がん患者さん同士の交流や相互支援が
できるようにしました。

開催日時 参 加 者 テ ー マ

第１回目
２０２２年６月２９日
１５：００～１６：００

福岡大学病院 患者：４名 医療関係者：２名
筑 紫 病 院 患者：４名 医療関係者：６名 「がん治療中の栄養と食事」

第２回目
２０２３年３月８日
１６：００～１７：００

福岡大学病院 患者：３名 医療関係者：６名
筑 紫 病 院 患者：３名 医療関係者：７名 「人生会議について」

〔３〕がん地域連携パス 運用状況

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2021 20222020

162162

6565

141141

8282
5555

123123
8484

0.6820.682

0.5370.537

6666

算定

導入

対象

導入率

算定率

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

105105

0.40.4

0.650.65

0.580.58

0.390.39

６．その他
〔１〕令和４年度 地域医療従事者に対する研修会等実績調査報告

当院は、地域医療支援病院として地域の医療従事者の医療技術の向上をはかるため、令和４年度は６６回
の研修会を開催いたしました。お忙しい中多くの方々にご参加いただき、誠にありがとうございました。

№ 日 付 研 修 名 担当部署
１ 令和４年４月１日 第１６回 SCC 整形外科研究会 整形外科

２ 令和４年４月１３日 第４回筑紫消化器研究会 消化器内科
内視鏡部

３ 令和４年４月２０日 第１１２回筑紫地区薬剤師勉強会例会 薬 剤 部

４ 令和４年５月１９日 福岡消化器病研究会 消化器内科
内視鏡部

５ 令和４年５月２０日 福岡大学筑紫病院看護部地域連携看護セミナー（Web） 看 護 部
６ 令和４年５月２３日 第三回筑紫心不全多職種連携セミナー 循環器内科
７ 令和４年５月２５日 外部新人看護職員臨床研修プログラム 看 護 部

８ 令和４年５月２６日 消化器内科・外科医師のための高血圧相談所 消化器内科
内視鏡部

９ 令和４年５月２８日 第２１回肝癌治療研究会 消化器内科
内視鏡部
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№ 日 付 研 修 名 担当部署

１０ 令和４年６月３日 福岡消化管懇話会 消化器内科
内視鏡部

１１ 令和４年６月４日 第１６回九州消化器 GCAP 療法研究会 消化器内科
内視鏡部

１２ 令和４年６月１３日 七隈消化管カンファランス症例検討会 病理部・病理診断科

１３ 令和４年６月１５日 福岡膵懇話会
消化器内科
内視鏡部
外 科

１４ 令和４年６月１７日 福岡大学筑紫病院看護部地域連携看護セミナー（Web） 看 護 部
１５ 令和４年６月２２日 Heart and Lungs Seminar 呼吸器内科
１６ 令和４年７月９日 第１９回 IBD Club Jr. Kyushu 病理部・病理診断科

１７ 令和４年７月１３日 第２７回筑紫消化器フォーラム 消化器内科
内視鏡部

１８ 令和４年７月１４日 福岡消化器病研究会 消化器内科
内視鏡部

１９ 令和４年７月１５日 福岡大学筑紫病院看護部地域連携看護セミナー（Web） 看 護 部
２０ 令和４年７月２２日 第１１３回筑紫地区薬剤師勉強会例会 薬 剤 部
２１ 令和４年７月２５日 筑紫地区感染対策ネットワーク令和４年度第１回感染対策カンファレンス 呼吸器内科

２２ 令和４年７月２８日 第３２回久留米・筑紫野消化管疾患研究会 消化器内科
内視鏡部

２３ 令和４年７月２８日 第２７回筑紫小児科カンファレンス 小 児 科
２４ 令和４年７月２９日 外部新人看護職員臨床研修プログラム（Web） 看 護 部

２５ 令和４年８月６日 九州胃拡大内視鏡研究会 消化器内科
内視鏡部

２６ 令和４年８月８日 第１７回 ChiLD セミナー～Chikushi Lifestyle-relatred Disease Seminar～ 内分泌・糖尿病内科
２７ 令和４年８月２６日 福岡大学筑紫病院看護部地域連携看護セミナー（Web） 看 護 部
２８ 令和４年９月１日 外部新人看護職員臨床研修プログラム（Web） 看 護 部

２９ 令和４年９月２日 第３７回 IBDminiseminar
消化器内科
内視鏡部

IBD センター
３０ 令和４年９月１６日 がん診療トータルケアセミナー～地域で診るがん診療連携～ 外科・緩和ケアセンター
３１ 令和４年９月１６日 福岡大学筑紫病院看護部地域連携看護セミナー（Web） 看 護 部

３２ 令和４年９月２２日 LEN-TACE Academy Fukuoka 消化器内科
内視鏡部

３３ 令和４年９月２９日 第８回糖尿病と心血管障害を考える会 内分泌・糖尿病内科

３４ 令和４年９月２９日 福岡消化器病研究会 消化器内科
内視鏡部

３５ 令和４年１０月７日 外部新人看護職員臨床研修プログラム 看 護 部
３６ 令和４年１０月１４日 地域連携看護セミナー 看 護 部
３７ 令和４年１０月２１日 第１１４回筑紫地区薬剤師勉強会例会 薬 剤 部
３８ 令和４年１０月２４日 令和４年度第２回筑紫地区感染対策ネットワークカンファレンス 感染制御部
３９ 令和４年１０月２６日 薬剤師のための感染症と不眠症 Web セミナー 呼吸器内科

４０ 令和４年１１月１０日 福岡消化器病研究会 消化器内科
内視鏡部

４１ 令和４年１１月１１日 外部新人看護職員臨床研修プログラム 看 護 部
４２ 令和４年１１月１６日 福岡 Infection セミナー 呼吸器内科

４３ 令和４年１１月２６日 第２５回九州胃と腸大会 消化器内科
病理部・病理診断科

４４ 令和４年１２月９日 福岡消化管懇話会 消化器内科
病理部・病理診断科

４５ 令和４年１２月１６日 地域連携看護セミナー 看 護 部
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〔２〕令和４年度 市民向け健康講座の開催
当院では、地域の皆様の健康増進活動として、健康講座を開催しております。

①市民公開講座「いきいき健康セミナー」
地域の皆様を対象とした「いきいき健康セミナー」を年６回院内にて開催しておりましたが、新型コ

ロナウイルスの感染拡大により院内での開催を中止し、福岡大学筑紫病院公式 YouTube チャンネルに
て動画を公開しております。今後の配信予定については、当院ホームページをご覧ください。

テーマ 講 師 配 信 日
在宅サービスについて
訪問看護と在宅医療

天神会まどか訪問看護ステーション
結城 千賀 令和４年８月１日より動画配信中

№ 日 付 研 修 名 担当部署

４６ 令和４年１２月１７日 第１２回九州 ERCP-EUS 研究会 消化器内科
内視鏡部

４７ 令和５年１月１６日 筑紫呼吸器疾患勉強会 呼吸器内科
呼吸器・乳腺外科

４８ 令和５年１月２０日 地域連携看護セミナー 看 護 部

４９ 令和５年１月２６日 福岡消化器病研究会 消化器内科
内視鏡部

５０ 令和５年１月２９日 第２９回肝血流動態・機能イメージ研究会 消化器内科
内視鏡部

５１ 令和５年２月９日 第３３回久留米・筑紫野消化管疾患研究会
消化器内科
内視鏡部

病理部・病理診断科
５２ 令和５年２月９日 第３回筑紫がん薬薬連携研修会 薬 剤 部
５３ 令和５年２月１０日 地域連携看護セミナー 看 護 部

５４ 令和５年２月１１日 第２８回九州胃拡大内視鏡研究会
消化器内科
内視鏡部

病理部・病理診断科
５５ 令和５年２月１４日 第１１５回筑紫地区薬剤師勉強会例会 薬 剤 部
５６ 令和５年２月１６日 七隈消化管カンファランス特別講演会 病理部・病理診断科
５７ 令和５年２月２８日 第６回筑紫糖尿病重症化予防セミナー 内分泌・糖尿病内科
５８ 令和５年３月２日 第４回筑紫心不全多職種連携セミナー 循環器内科

５９ 令和５年３月３日 第３８回 IBD mini semnar 消化器内科
内視鏡部

６０ 令和５年３月４日 九州膵研究会 消化器内科
内視鏡部

６１ 令和５年３月７日 第９回筑紫糖尿病・腎臓連携フォーラム 内分泌・糖尿病内科
６２ 令和５年３月９日 第２８回筑紫小児科カンファレンス 小児科
６３ 令和５年３月１３日 令和４年度第３回筑紫地区感染対策ネットワークカンファレンス 感染制御部
６４ 令和５年３月２２日 Kyorin Asthma Webinar in 福岡 呼吸器内科

６５ 令和５年３月２３日 福岡消化器病研究会 消化器内科
内視鏡部

６６ 令和５年３月３０日 LEN＋TACE academy in Fukuoka 消化器内科
内視鏡部
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②出張講座
筑紫野市

テ ー マ 講 師 開 催 日
知っておきたいお年寄りの悪性腫瘍 病理部・病理診断科 二村 聡

令和４年９月１３日
お薬について正しく理解しよう 薬 剤 部 宮﨑 元康

膝の痛みについて 整形外科 野村 智洋
令和４年１０月２９日膝関節のリハビリテーションについて

～自宅でできる運動を～ リハビリテーション部 浜岡 秀明

３年後の自分のために
～今からできる体作り～ 栄 養 部 加祥 和恵

令和５年３月２３日
健康な体づくりのために リハビリテーション部 玉置 友春
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（７）腫瘍・緩和ケアセンター

〔１〕スタッフ
腫瘍・緩和ケアセンター長：渡部 雅人（外科）
緩和ケアチーム責任者 ：渡部 雅人（外科）
緩和ケアチーム専従医師 ：箱田 浩介（精神科医）
緩和ケアチーム専従看護師：江島やよい（緩和ケア認定看護師）

〔２〕診療内容
緩和ケアの充実に向け、外来・入院がん患者さんを対象に苦痛スクリーニングを実施し、より早い段階

で患者さんの苦痛を拾い上げ、１人ひとりのニーズに応じたケアの提供に取り組んでいます。緩和ケア
チームは、各部署と連携し、週１回の多職種カンファレンス・回診を行い、患者さんやご家族の苦痛の緩
和、QOL の維持・改善を目標に活動しています。また、看護師の IC 同席やがん性 痛鎮痛薬パスの推進
に取り組んでいます。

スタッフの育成では、すべての医療従事者の基本的緩和ケアの習得に向け、年１回「がん診療に携わる
医師に対する緩和ケア研修会」を開催しています。

〔３〕緩和ケアチーム介入実績
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非がん 5件心不全 2件

治療中
69件

治療終了後
35件

介入時期

診断～
治療開始前
19件

がん診断前
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〔４〕第６回福岡大学筑紫病院緩和ケア研修会
日 時：令和４年９月１７日（土）
参加者：医師１２名、看護師２名、作業療法士１名

今年度も、「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針」に基づき、e-
learning と集合研修を組み合わせた研修会を実施しました。集合研修はコロナ禍における感染対策を
行いながら、ロールプレイやグループワークなどを行いました。参加者およびファシリテーターも多
職種が参加し、それぞれの専門的な視点でディスカッションし、学びを深めることができました。

〔５〕キャンサーボードの開催
がんの診断・治療について、がん医療に携わる専門職が診療科・職種の垣根を越えて集まり、患者さん

の症状・状態を把握し、治療方針等を検討しています。
（令和４年度開催内容）

予後告知に難渋した悪性胸膜中皮腫の一例（呼吸器内科）
hCG 産生膀胱癌の一例（泌尿器科）
幽門側胃切除術後膵体部癌の一例（外科）
IPMN フォロー中に発覚した膵頭部癌の一症例（消化器内科）

〔６〕今後の課題と展望
今後も、がんとともに生きる患者さんやご家族が、主体的に治療に取り組み、その人らしい生活を続け

ることができるよう努めていきます。その一つとして、アドバンス・ケア・プランニング（ACP）の推
進は継続的な課題です。現在、院内教育や支援体制の構築に取り組んでいるため、今後は実践を増やしな
がら、患者さんやご家族がその人らしく過ごせるよう支援していきたいと考えます。

そのためには、一人ひとりの知識・スキルの向上、地域連携を強化していくことが必要であり、患者さ
んの QOL の充実に向け、患者さんやご家族の想いや支援をつないでいけるよう努めたいと考えます。
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（８）医療安全管理部

医療問題発生報告分析
〔１〕発生報告件数
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インシデント報告件数は前年度と比較して減少傾向である。また、報告件数も前年度と比較して減少傾向であるが、
これは年間取扱患者数の減少による影響と考える。一方で、事象レベル別では共有メモを活用したことにより、０レベ
ルの報告件数が増加し、１１％となった。３b レベルの報告内容は術後合併症報告の増加や転倒後の骨折受傷によるもの
が主であるが、報告件数自体は減少している。なお、２０２１年度から導入した職員の接遇に対する苦情などの治療・検査
に起因しない事例を報告する「９９」の報告数は増加した。

〔２〕職種別報告件数

2022年度 職種別報告件数割合

医師 5％医師 5％

看護師
89％
看護師
89％

コメディカル 6%

職種別では医師からの報告は５％と減少した。一
方で、看護師からの報告は１,５２３件と前年度よりも
１００件減少した。看護師は医療処置の最終当事者と
なるため、エラー発生時の報告が職種間で最も高
く、全体の８９％を占める結果となった。
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〔３〕３か年発生事例別報告件数及び２０２２年度内容分類別報告割合他
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発生事例別では薬剤関連が前年度と比較して４７件の増加となった。治療・処置では前年度と比較して３１件の減少と
なったが、医療機器等では医療機器関連皮膚障害（MDRPU）発生件数が増加した。

０レベルと１以上に分けて内容分類を確認すると共有メモを開始したことで０レベルの報告件数が増加した。レベル
１以上の薬剤関連、医療機器等関連の報告件数は増加したが、その他の項目では減少していることが確認できた。
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〔４〕部署別発生件数詳細
部署別・事象レベル別　2か年比較
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「部署別・事象レベル別 ２か年比較」では０レベルの報告件数が増加した部署が見られ、共有メモの活用が要因と
考えられる。報告のうち、１レベルの事例において、作業工程などを詳細に記載する部署もあるが、インシデント報告
は発生後、速やかな事例の共有と対策の立案、医療チームで再発防止に向けて取り組むことが重要である。

〔５〕転倒・転落事例
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転倒・転落事例は昨年度と比較して減少しており、入院患者の転倒・転落発生率は１.８４と改善傾向である。３b 以上に
おいても２件と減少傾向である。この要因としては、今年度は先取り看護実践に取り組んだことや見守り体制等が転
倒・転落件数の減少に繋がったと考えられる。

〔６〕薬剤関連
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薬剤関連インシデントはその多くが与薬の場面で発生していることがわかる。そのうち、内服、末梢静脈点滴での報
告が多い傾向にある。内服では、無投薬・過剰投与が多く、指示変更が要因したものと考えられ、末梢静脈点滴では、
過剰投与が最も発生している。日常的に患者の状態に応じた指示変更がなされるため、これによる薬剤関連インシデン
トが多くなる傾向にある。よって、指示変更をする医師や指示受けをする看護師だけでなく、薬剤師も含めて指示内容
を確認するなど、多職種での患者情報の共有が、薬剤関連インシデントの未然防止につながると考えられる。
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〔７〕患者誤認
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２０２２年度の患者誤認の報告は６２件となった。内容分類別では書類関係が２０件と最も多く、次いで、与薬時の内服が１１
件となった。作業工程で誤認に気付き、事故とはならなかった事例が１９件報告されているが、誤薬や文書の渡し間違
え、IC などの説明時の患者家族の誤認が発生している。「確認を怠った」と回答したものが多くの要因とされている
が、基本的な確認行為を遵守することが必要不可欠である。

〔８〕患者さんからの声
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患者さんからの声（年度別・内容別）

令和４年度の意見書では、病院食が美味しいなどの肯定的な意見が複数寄せられた。一方で、職員の接遇面や待ち
時間が長いなどの否定的な意見も多数寄せられた。これらの意見は各部署にフィードバックのうえで、検討を依頼して
いる。

２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

件 数 ％ 件 数 ％ 件 数 ％ 件 数 ％ 件 数 ％

診療・看護 ４ ５.４８ １３ ２３.２１ ７ １７.０７ ２ ３.５１ ７ １４.５８

接 遇 ８ １０.９６ ６ １０.７１ ２ ４.８８ ３ ５.２６ ５ １０.４２

施設・環境 ２４ ３２.８８ １２ ２１.４２ １６ ３９.０２ ２６ ４５.６２ １０ ２０.８３

システム ３ ４.１１ ３ ５.３６ ２ ４.８８ ２ ３.５１ ３ ６.２５

感 謝 ８ １０.９６ ２ ３.５７ ３ ７.３２ ５ ８.７７ ９ １８.７５

その他 ２６ ３５.６１ ２０ ３５.７２ １１ ２６.８３ １９ ３３.３３ １４ ２９.１７

合 計 ７３ ５６ ４１ ５７ ４８
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〔９〕安全管理のための職員研修（令和４年度）

配 信 期 間 テ ー マ 講 師 受講人数

令和４年１０月６日～１１月４日 医療機関の防犯対策 古賀 康弘警部補
（筑紫野警察署生活安全課係長） ９１１名

令和５年２月６日～２月１９日 医療安全文化構築への道程 YouTube コンテンツ ９１６名
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（９）感染制御部

平成２４年４月から感染対策に関連する加算を申請し、感染対策室を中心に ICT 活動を行ってきました。
令和３年４月から感染制御部の発足とともに感染症専門医・指導医を配置し、活動内容を充実させていま
す。また、令和３年３月から当院は一般社団法人日本感染症学会研修施設認定を受けています。

〈ICT 構成メンバー〉
令和４年６月１日現在

役職・部門 所属・資格 氏 名
感染制御部長 責任医師／ICD／呼吸器内科教授・部長 石井 寛
感染制御部／感染対策担当管理者 責任医師／ICD／感染制御部准教授 串間 尚子
呼吸器内科 責任医師／呼吸器内科講師 木下 義晃
感染制御部 責任医師／感染制御部助手 小出 容平
消化器内科 消化器内科医師／助教 天野 良祐
消化器内科 消化器内科医師／助教 石川 智士
消化器内科 消化器内科医師／助教 丸尾 達
消化器内科 消化器内科医師／助教 八坂 達尚
感染制御部 感染管理認定看護師／ICN 坂田 美穂
感染制御部 感染管理認定看護師／ICN 梅原 真由美
薬剤部 薬剤師 宮﨑 元康
薬剤部 薬剤師 山田 楊太
臨床検査部 検査技師 小宮 ゆきえ
臨床検査部 検査技師 小宮 佐恵子
看護部 手術・材料部看護主任 成吉 美香
看護部 外来主任看護師 甲斐 さゆり
看護部 ９階東主任看護師 中原 弓香
医療安全・感染管理事務室 室長補佐 塚本 忠
医療安全・感染管理事務室 室員 宮川 龍太
管理課 課長補佐 二宮 晃夫
管理課 課員 飯田 伊純

〈活動内容〉
●感染対策に関する教育・研修
①令和４年度新採用者教育

②感染対策のための院内研修

開 催 日 テ ー マ 講 師 参加人数

令和４年７月７日
手指衛生と個人防護具着脱手順 坂田 美穂

感染管理認定看護師
９１０名

抗菌薬適正使用チームの活動報告 山田 楊太
薬剤師

令和４年１２月１５日

COVID-１９とインフルエンザウイルス感染症
の同時流行に備える

小出 容平
感染制御部医師

９４３名
抗 MRSA 薬の適正使用と TDM について 山田 楊太

薬剤師
※COVID‐１９感染対策のためリモート形式での研修を実施。

③手指衛生の啓発
看護部感染看護委員会が手指消毒薬使用量調査を行い、各部署に結果をフィードバックし啓発に努め
ています。（図１－１・２）
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●職員の健康管理
①抗体価検査およびワクチン接種

流行性ウイルス疾患・Ｂ型肝炎、季節性インフルエンザ
②血液・体液曝露事例対応

受傷予防および受傷後の指導、改善への働きかけ
③結核接触者対応

●感染発生の動向監視と指導
①MRSA および各種耐性菌サーベイランス（図２）
②その他のサーベイランス
�手術部位感染サーベイランス（JANIS 参加）
�細菌検査部門サーベイランス（JANIS 参加）
�中心静脈カテーテル血流感染サーベイランス（CLABSI）を実施
�人工呼吸器関連肺炎サーベイランス（VAE）を実施

③COVID‐１９対応関係

●感染対策マニュアルの整備
感染対策マニュアル一部改定

〈改正項目〉
�サル痘およびサル痘疑い例への感染予防策と留意点
�新型コロナウイルス感染症診療の手引き（第８版）
�新型コロナウイルス感染症陽性患者の療養機関
�発生届の対象範囲の見直しについて

●抗菌薬の適正使用・感染症診療支援
平成２３年７月に特定抗菌薬の使用届出制を導入し、令和元年１１月から抗菌薬適正使用支援チーム（AST）
を発足、さらに令和３年４月から新たに感染制御部が設置されました。感染症専門医・指導医、抗菌化
学療法専門医・指導医、感染制御専門薬剤師を含めたチームにより、血液培養陽性症例などへの即時介
入、特定抗菌薬使用者の内容確認と集計、Therapeutic Drug Monitoring（TDM）、薬剤の使用に関す
る相談に応じるなどの活動を通じて抗菌薬の適正使用に貢献し、病院全体の感染症診療の支援を行って
います（表１、図３）。すべての診療科からの相談に応じ手厚く支援を行うことで、患者、スタッフ、
病院の利益となるよう努めています。

●地域ネットワーク活動
①感染対策向上加算１の届出に伴い、筑紫地区感染対策ネットワークカンファレンスを４回／年開催し

ました。

日 程 テ ー マ

第１回 令和４年７月２５日 診療報酬改定についての情報共有

第２回 令和４年１０月２４日 標準予防策と感染経路別予防策について

第３回 令和５年２月２５日 感染対策向上加算に関する合同講義・訓練

第４回 令和５年２月２７日 ICT の役割と実践について
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●他施設との相互ラウンド
私立医科大学感染対策協議会および感染対策向上地域連携加算における連携施設と年１回相互にラウン
ドを実施し、現場の評価に基づく改善を行いました。
※COVID‐１９感染対策のため自己評価票による書面の交換を実施。
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図１－１ 速乾性手指消毒薬使用量調査 １００患者あたり平均使用量：【病棟】

図１－２ 速乾性手指消毒薬使用量調査：１００患者あたり平均使用量
【手術部・外来・内視鏡部・放射線部・血管造影室】

図２ １,０００患者当たりの新規MRSA検出率

― １３３ ―



0

5

10

15

20

25

抗真菌薬
その他抗菌薬
メトロニダゾール
ST合剤
マクロライド系
リンコサミド系
テトラサイクリン系
ストレプトマイシン系
アミノグリコシド系
キノロン系
リポペプチド系
オキサゾリジノン系
グリコペプチド系
モノバクタム系
カルバペネム系
βラクタマーゼ阻害剤配合セファロスポリン
オキサセフェム・セファマイシン系
第四世代セファロスポリン系
第三世代セファロスポリン系
第ニ世代セファロスポリン系
第一世代セファロスポリン系
ペニシリン系

6月4月 5月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

図３ 抗菌薬使用量（DDDs/１００bed days）

表１ 特定抗菌薬使用届診療科別提出率（令和４年度集計） （％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 令和４年度

循環器内科 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

内分泌・糖尿病内科 － １００ － １００ － １００ １００ － １００ １００ １００ １００ １００

呼吸器内科 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

消化器内科 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

小児科 － １００ － － １００ － １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

外 科 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

呼吸器・乳腺外科 １００ １００ １００ １００ － １００ － － １００ １００ １００ － １００

整形外科 － １００ １００ １００ １００ １００ － － １００ １００ １００ － １００

脳神経外科 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ － １００ １００ １００

泌尿器科 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ － １００ １００ １００ １００

眼 科 １００ － － － － １００ － － － － － － １００

耳鼻咽喉科 － － － １００ － － － － － － － － １００

総 計 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

－ ：使用症例なし
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